
 

高速自動車国道中央自動車道西宮線等に関する協定の一部を変更する協定 

 

 

独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構と西日本高速道路株式会社は、高速道

路株式会社法（平成１６年法律第９９号）第６条第１項及び独立行政法人日本高速道路

保有・債務返済機構法（平成１６年法律第１００号）第１３条第１項の規定に基づき、

平成１８年３月３１日付けで締結した「高速自動車国道中央自動車道西宮線等に関する

協定」の一部を次のように変更する協定を締結する。 

 

第３条第１項中「（53）一般国道４９７号（西九州自動車道（佐世保道路））」の次に「（54）

一般国道４３号（名神湾岸連絡線（西宮市今津水波町から西宮市今津社前町まで））」を

加える。 

 

第４条中「別紙１－１６０」を「別紙１－１６７」に改め、同条第３項中「会社が行

う高速道路の管理のうち、」の次に「令和４７年９月３０日においてもその構造が通常有

すべき安全性を有していると見込まれるものとして定めた先行特定更新等工事の内容及

び」を「見込まれるものとして定めた」の次に「後行」を加える 

 

第５条中「別紙１－１６０」を「別紙１－１６７」に改める。 

 

第１１条中「令和４５年７月９日」を「令和５４年３月２２日」に改める 

 

第１４条中「別紙１－１６０」を「別紙１－１６７」に改める。 



別紙１－２、別紙１－４から別紙１－６、別紙１－９、別紙１－１２、別紙１－２４、

別紙１－２５、別紙１－２７、別紙１－３１、別紙１－３９、別紙１－４７、別紙１－

５１、別紙１－６９、別紙１－７０、別紙１－７４、別紙１－９９、別紙１－１０４か

ら別紙１－１０７、別紙１－１１４、別紙１－１１５、別紙１－１１９から別紙１－１

２１、別紙１－１２３から別紙１－１２５、別紙１－１２７から別紙１－１３０、別紙

１－１３２から別紙１－１６０を次のとおり改める。 

 

 



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２

近畿自動車道名古屋神戸線
（滋賀県大津市上田上牧町から京都府城陽市寺田金尾まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

近畿自動車道　名古屋神戸線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

京都府城陽市寺田金尾 まで

滋賀県大津市上田上牧町 から
２５．１ キロメートル

京都府城陽市寺田金尾 まで

別　　紙　　１

滋賀県大津市上田上牧町 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）車線の幅員

（３．５０メートル）　　　　　　　　　　（暫定４車線）

３．５０メートル、３．７５メートル　　　　６車線

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

滋賀県大津市上田上牧町 から

第1種第1級
道路構造令

・なお、暫定施工時は、第１種第２
級（道路構造令）京都府城陽市寺田金尾

滋賀県大津市上田上牧町 から
１２０ ２５．１

京都府城陽市寺田金尾 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

滋賀県大津市上田上牧町 から （4車線）
6車線

（6車線）
6車線

（暫定4車線）
6車線京都府城陽市寺田金尾 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

滋賀県大津市上田上牧町から京都府城陽市寺田金尾まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － １．００ １．００ ２．００

土工（掘割）部分 ２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

（１．７５×２）
２．５０×２

（３．５０）
５．００

（１．７５）
２．５０

（１．２５）
１．２５

（３．００）
３．７５

（暫定４車線）
６車線

橋梁高架部分
（中小橋）

２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

７６５，６７３ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

滋賀県大津市上田上牧町 から ４．５０ メートル（土工部）

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

一般国道３０７号 京都府綴喜郡
宇治田原町大字郷之口

立体接続 宇治原インターチェンジ（仮称）

京都府城陽市寺田金尾 まで
４．５０ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

一般国道２４号
（京奈道路）

京都府城陽市
寺田金尾

立体接続 城陽ジャンクション・インターチェン
ジ

一般国道２４号 京都府城陽
寺田金尾

立体接続 城陽ジャンクション・インターチェン
ジ



年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日 (暫定４車線供用)

年 月 日 （６車線化完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

８３５，０４１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　７９４，９９９ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ５ １２ ４

令和 ７ ３ ３１

令和 １３ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－４

近畿自動車道名古屋神戸線
（京都府八幡市美濃山荒坂から大阪府高槻市原まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

近畿自動車道　名古屋神戸線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

大阪府高槻市原 まで

京都府八幡市美濃山荒坂 から
１０．７ キロメートル

大阪府高槻市原 まで

別　　紙　　１

京都府八幡市美濃山荒坂 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

京都府八幡市美濃山荒坂 から

第１種第１級
道路構造令

・なお、暫定施工時は、第１種第２
級（道路構造令）大阪府高槻市原

京都府八幡市美濃山荒坂 から
１２０ １０．７

大阪府高槻市原 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

3.50 メートル

京都府八幡市美濃山荒坂 から （４車線）
６車線

（６車線）
６車線

（暫定４車線）
６車線大阪府高槻市原 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

京都府八幡市美濃山荒坂から大阪府高槻市原まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － １．００ １．００ ２．００

土工（掘割）部分 ２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

（１．７５×２）
２．５０×２

（３．５０）
５．００

（１．７５）
２．５０

（１．２５）
１．２５

（３．００）
３．７５

（暫定４車線）
６車線

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － ２．５０ １．２５ ３．７５



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

６３０，５６６ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

大阪府高槻市原 まで
４．５０ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

京都府八幡市美濃山荒坂 から ４．５０ メートル（土工部）

府道八幡京田辺インター線 京都府八幡市
美濃山古寺

立体接続 八幡京田辺ジャンクション・イン
ターチェンジ

平成 １１ １ ８

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

一般国道１号
（第二京坂道路）

京都府八幡市
美濃山荒坂

立体接続 八幡京田辺ジャンクション・イン
ターチェンジ



②工事の完成予定年月日

年 月 日 （暫定４車線供用）

年 月 日 （６車線化完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

７１７，３２４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　６８３，１７６ 百万円)(消費税込み)

令和 １３ ３ ３１

別　　紙　　１

令和 １０ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－５

近畿自動車道名古屋神戸線
（大阪府高槻市原から大阪府箕面市下止々呂美まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

近畿自動車道　名古屋神戸線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

大阪府箕面市下止々呂美 まで

大阪府高槻市原 から
１８．０ キロメートル

大阪府箕面市下止々呂美 まで

別　　紙　　１

大阪府高槻市原 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

大阪府高槻市原 から

第１種第１級
道路構造令

・なお、暫定施工時は、第１種第２
級（道路構造令）大阪府箕面市下止々呂美

大阪府高槻市原 から
１２０ １８．０

大阪府箕面市下止々呂美 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

大阪府高槻市原 から
４車線 ６車線

大阪府箕面市下止々呂美 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

大阪府高槻市原から大阪府箕面市下止々呂美まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － １．００ １．００ ２．００

土工（掘割）部分 ２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

－ － １．７５ １．２５ ３．００

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － ２．５０ １．２５ ３．７５



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

３８３，４０３ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

大阪府箕面市下止々呂美 まで
４．５０ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

大阪府高槻市原 から ４．５０ メートル（土工部）

府道伏見柳谷高槻線 大阪府高槻市
成合

立体接続 高槻ジャンクション・インターチェン
ジ

府道茨木摂津線 大阪府茨木市
千提寺

立体接続 茨木千提寺インターチェンジ

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

中央自動車道
西宮線

大阪府高槻市
宮が谷

立体接続 高槻ジャンクション・インターチェン
ジ

一般国道４２３号 大阪府箕面市
下止々呂美

立体接続 箕面とどろみインターチェンジ

一般国道４２３号
バイパス

大阪府箕面市
下止々呂美

立体接続 箕面とどろみインターチェンジ



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （一部完成）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

４０９，２３３ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　４０２，８２０ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 １２ １ １２

令和 ７ ３ ３０

平成 ２９ １２ １０

令和 ６ ３ １６



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－６

近畿自動車道名古屋神戸線
（大阪府箕面市下止々呂美から兵庫県神戸市北区八多町まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

近畿自動車道　名古屋神戸線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

兵庫県神戸市北区八多町 まで

大阪府箕面市下止々呂美 から
２２．６ キロメートル

兵庫県神戸市北区八多町 まで

別　　紙　　１

大阪府箕面市下止々呂美 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

大阪府箕面市下止々呂美 から

第１種第１級
道路構造令

・なお、暫定施工時は、第１種第２
級（道路構造令）兵庫県神戸市北区八多町

大阪府箕面市下止々呂美 から
１２０ ２２．６

兵庫県神戸市北区八多町 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

大阪府箕面市下止々呂美 から
４車線 ６車線

兵庫県神戸市北区八多町 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

大阪府箕面市下止々呂美から兵庫県神戸市北区八多町まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － １．００ １．００ ２．００

土工（掘割）部分 ２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．２５ ３．００

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

３８４，９４６ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

大阪府箕面市下止々呂美 から ４．５０ メートル（土工部）

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

県道川西インター線 兵庫県川西市
西畦野

立体接続 川西インターチェンジ

兵庫県神戸市北区八多町 まで
４．５０ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

中国縦貫自動車道 兵庫県神戸市
北区八多町

立体接続 神戸ジャンクション

山陽自動車道
吹田山口線

兵庫県神戸市
北区八多町

平面接続 神戸ジャンクション



年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日 （箕面とどろみＩＣ～川西ＩＣ　供用開始）

年 月 日 （川西ＩＣ～神戸ＪＣＴ　供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

４１５，５９９ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　４１１，０９１ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 １１ １ ８

令和 ７ ３ ３０

平成 ２９ １２ １０

平成 ３０ ３ １８



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－９

中国横断自動車道姫路鳥取線
（兵庫県たつの市新宮町角亀から兵庫県宍粟市山崎町市場まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

中国横断自動車道　姫路鳥取線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

兵庫県宍粟市山崎町市場 まで

兵庫県たつの市新宮町角亀 から
１１．５ キロメートル

兵庫県宍粟市山崎町市場 まで

別　　紙　　１

兵庫県たつの市新宮町角亀 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

兵庫県たつの市新宮町角亀 から
第１種第３級 道路構造令

兵庫県宍粟市山崎町市場

兵庫県たつの市新宮町角亀 から
８０ １１．５

兵庫県宍粟市山崎町市場 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

３．５ メートル

兵庫県たつの市新宮町角亀 から

２車線 ４車線

用地買収については、
現地条件等を勘案した

上で、当面、暫定二車線
施工に必要となる用地を

取得するものとする。

兵庫県宍粟市山崎町市場 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

兵庫県たつの市新宮町角亀から兵庫県宍粟市山崎町市場まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 １．２５×２ ２．５０ － － －

土工（掘割）部分 １．７５×２ ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

１．２５×２ ２．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

１．７５×２ ３．５０ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

７４，０５８ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

兵庫県宍粟市山崎町市場 まで
メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

兵庫県たつの市新宮町角亀 から メートル（土工部）

中国縦貫自動車道 兵庫県宍粟市
山崎町市場

立体接続 宍粟ジャンクション

平成 １８ ４ １９

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

県道播磨新宮インター線 兵庫県たつの市
新宮町光都三丁目

立体接続 播磨新宮インターチェンジ



②工事の完成予定年月日

年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

８２，１０７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　８１，５０１ 百万円)(消費税込み)

令和 ７ ３ ３０

別　　紙　　１

令和 ４ ３ １２



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１２

四国横断自動車道阿南四万十線
（徳島県徳島市東沖洲から徳島県徳島市川内町富久まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

四国横断自動車道　阿南四万十線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

別　　紙　　１

徳島県徳島市東沖洲 から

徳島県徳島市川内町富久 まで

徳島県徳島市東沖洲 から

徳島県徳島市川内町富久 まで
４．７ キロメートル



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

徳島県徳島市東沖洲 から

徳島県徳島市川内町富久 まで
第１種第２級

道路構造令
・なお、暫定施工時は、第１種第３

級（道路構造令）

徳島県徳島市東沖洲 から

徳島県徳島市川内町富久 まで
１００ ４．７



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

３．５ メートル

橋梁高架部分
（長大橋）

１．２５×２ ２．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － － － －

－ －

計 左　側 右　側 計

土工（掘割）部分 １．７５×２ ３．５０ － － －

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

徳島県徳島市東沖洲 から

徳島県徳島市川内町富久 まで
２車線 ４車線

用地買収については、
現地条件等を勘案した

上で、当面、暫定二車線
施工に必要となる用地を

取得するものとする。

徳島県徳島市東沖洲から徳島県徳島市川内町富久まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側

トンネル部分 － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１１９，９６５ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

四国横断自動車道
阿南四万十線

徳島県徳島市
東沖洲

平面接続 本線（新直轄）

メートル（土工部）

メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

徳島県徳島市東沖洲 から

徳島県徳島市川内町富久 まで

県道徳島沖洲インター線 徳島県徳島市
東沖洲

立体接続 徳島沖洲インターチェンジ

平成 １１ １ ８



②工事の完成予定年月日

年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１３２，８８１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１３１，７１４ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ４ ３ ２１

令和 ７ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２４

中央自動車道西宮線（瀬田東ＪＣＴ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

中央自動車道　西宮線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

別　　紙　　１

滋賀県大津市大江八丁目

一般国道１号
（京滋バイパス）

滋賀県大津市
大江八丁目

立体接続 瀬田東ジャンクション

県道大津能登川長浜線 滋賀県大津市
大江八丁目

立体接続 瀬田東インターチェンジ



（４）工事予算

１０，３０８ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１１，５８７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１１，０４２ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

昭和 ６２ ３ ２４

令和 １３ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２５

中央自動車道西宮線（京都南ＪＣＴ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

中央自動車道　西宮線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１，１５３ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

京都府京都市伏見区竹田真幡木町

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

一般国道１号（油小路線） 京都府京都市
伏見区竹田真幡木町

立体接続 京都南ジャンクション（仮称）



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，５１９ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１，４５９ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ３ １ １

令和 １１ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２７

近畿自動車道天理吹田線（郡山下ツ道ＪＣＴ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

近畿自動車道　天理吹田線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

２４，１４４ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

奈良県大和郡山市八条町

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

一般国道２４号
（京奈和自動車道）

奈良県大和郡山市
八条町

立体接続 郡山下ツ道ジャンクション



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２６，５４７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　２５，８７５ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 １２ １ １８

平成 ２７ ３ ２２

令和 ７ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－３１

近畿自動車道天理吹田線
（大阪府摂津市三島一丁目から大阪府摂津市鶴野二丁目まで）（改築）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

近畿自動車道　天理吹田線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

大阪府摂津市鶴野二丁目 まで

大阪府摂津市三島一丁目 から
１．０ キロメートル

大阪府摂津市鶴野二丁目 まで

別　　紙　　１

大阪府摂津市三島一丁目 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

大阪府摂津市三島一丁目 から
第１種第３級 道路構造令

大阪府摂津市鶴野二丁目

大阪府摂津市三島一丁目 から
８０ １．０ 付加車線事業

大阪府摂津市鶴野二丁目 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

３．００ メートル

大阪府摂津市三島一丁目 から
４車線 ４車線 付加車線事業

大阪府摂津市鶴野二丁目 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

大阪府摂津市三島一丁目から大阪府摂津市鶴野二丁目まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － － － －

土工（掘割）部分 － － － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

０．７５×２ １．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

３，２９０ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

大阪府摂津市鶴野二丁目 まで
１．５０ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

大阪府摂津市三島一丁目 から メートル（土工部）

平成 １６ ６ ２９



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３，６８８ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　３，５２１ 百万円)(消費税込み)

令和 １３ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－３９

近畿自動車道敦賀線（春日ＪＣＴ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

近畿自動車道　敦賀線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

６２９ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

兵庫県丹波市春日町棚原

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

一般国道４８３号
（春日和田山道路）

兵庫県丹波市
春日町棚原

立体接続 春日ジャンクション（仮称）



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

８７４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　８４２ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 １１ １ ８

令和 １３ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－４７

山陽自動車道吹田山口線（瀬戸ＪＣＴ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

山陽自動車道　吹田山口線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１，０４８ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

岡山県岡山市東区瀬戸町塩納

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

主要地方道佐伯長船線 岡山県岡山市
東区瀬戸町塩納

立体接続 瀬戸ジャンクション（仮称）



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，３１６ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１，２６３ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 １８ ４ １９

令和 １０ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－５１

山陽自動車道吹田山口線（五日市ＪＣＴ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

山陽自動車道　吹田山口線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

９４３ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

広島県広島市佐伯区五日市町大字石内

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道佐伯１区３８０号線 広島県広島市
佐伯区五日市町大字石内

平面接続 五日市ジャンクション（仮称）



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，３２５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１，２７７ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ２４ ５ １

令和 １３ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－６９

九州横断自動車道長崎大分線（多久ＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

九州横断自動車道　長崎大分線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

６１０ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

佐賀県多久市北多久町大字多久原

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

一般国道２０３号 佐賀県多久市
北多久町大字多久原

立体接続 多久インターチェンジ



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

９３０ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　８９８ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

昭和 ４８ ９ ２９

令和 １３ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－７０

九州横断自動車道長崎大分線（大分米良ＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

九州横断自動車道　長崎大分線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

７９１ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

大分県大分市大字片島

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

一般国道１０号 大分県大分市
大字片島

立体接続 大分米良インターチェンジ



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，２７３ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１，２３２ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ２ ５ １５

令和 １３ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－７４

東九州自動車道（佐伯弥生ＰＡ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東九州自動車道

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

１，４７１ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

別　　紙　　１

大分県佐伯市弥生大字床木



年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日 （上り線供用開始）

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，７８４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１，７４７ 百万円)(消費税込み)

令和 元 ９ ２３

別　　紙　　１

平成 １０ １ ２０

令和 ７ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－９９

近畿自動車道松原那智勝浦線
（和歌山県御坊市野口から和歌山県田辺市稲成町まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

近畿自動車道　松原那智勝浦線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

和歌山県田辺市稲成町 まで

和歌山県御坊市野口 から
２６．９ キロメートル

和歌山県田辺市稲成町 まで

別　　紙　　１

和歌山県御坊市野口 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋＮ(Ｂ活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

和歌山県御坊市野口 から
第１種第３級 道路構造令

和歌山県田辺市稲成町

和歌山県御坊市野口 から
８０ ２６．９

和歌山県田辺市稲成町 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

和歌山県御坊市野口 から
４車線 ４車線 ４車線化

和歌山県田辺市稲成町 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

和歌山県御坊市野口から和歌山県田辺市稲成町まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － ０．７５ ０．７５ １．５０

土工（掘割）部分 ２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．００ ３．５０

橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

橋梁高架部分
（中小橋）

２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．００ ３．５０



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

１０８，５５１ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

イ 和歌山県御坊市野口からから和歌山県日高郡印南町山口

年 月 日

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

和歌山県御坊市野口 から ３．００ メートル（土工部）

平成 ２８ ７ １

和歌山県田辺市稲成町 まで
３．００ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）



ロ 和歌山県日高郡印南町山口から和歌山県日高郡みなべ町徳蔵

年 月 日

ハ 和歌山県日高郡みなべ町徳蔵から和歌山県田辺市稲成町

年 月 日

②工事の完成予定年月日

イ 和歌山県御坊市野口からから和歌山県日高郡印南町山口

年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

ロ 和歌山県日高郡印南町山口から和歌山県日高郡みなべ町徳蔵

年 月 日

ハ 和歌山県日高郡みなべ町徳蔵から和歌山県田辺市稲成町

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１２８，２７６ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１２４，５６７ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ３ １２ １８

令和 ６ ３ ３０

令和 ２ ５ １

令和 ３ ５ １

令和 １２ ３ ３１

令和 １３ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１０４

一般国道４２号（湯浅御坊道路）
（和歌山県御坊市野口から和歌山県有田郡有田川町天満まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道４２号

（有料道路名　：　湯浅御坊道路）

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

和歌山県有田郡有田川町天満 まで

和歌山県御坊市野口 から
１９．４ キロメートル

和歌山県有田郡有田川町天満 まで

別　　紙　　１

和歌山県御坊市野口 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋＮ(Ｂ活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

和歌山県御坊市野口 から
第１種第３級 道路構造令

和歌山県有田郡有田川町天満

和歌山県御坊市野口 から
８０ １９．４

和歌山県有田郡有田川町天満 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

和歌山県御坊市野口 から
４車線 ４車線 ４車線化

和歌山県有田郡有田川町天満 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

和歌山県御坊市野口から和歌山県有田郡有田川町天満まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － ０．７５ ０．７５ １．５０

土工（掘割）部分 １．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

１．２５×２ ２．５０ １．２５ １．００ ２．２５

橋梁高架部分
（中小橋）

１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

１０９，１２４ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

和歌山県御坊市野口 から ３．００ メートル（土工部）

平成 ２５ ７ １２

和歌山県有田郡有田川町天満 まで
３．００ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）



年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１１５，０３５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１１４，３０３ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ３ １２ １８

令和 ７ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１０５

山陰自動車道鳥取益田線（出雲ＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

山陰自動車道　鳥取益田線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

別　　紙　　１

島根県出雲市知井宮町

県道出雲インター線 島根県出雲市
知井宮町

立体接続 出雲インターチェンジ

一般国道９号
（出雲・湖陵道路）

島根県出雲市
知井宮町

平面接続 本線



（４）工事予算

１，７２６ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，９５３ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１，８６６ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ２６ ９ ９

令和 ７ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１０６

沖縄自動車道（幸地ＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

沖縄自動車道

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１，４１２ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

沖縄県中頭郡西原町字幸地

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

県道　幸地インター線 沖縄県
中頭郡西原町字幸地

立体接続 幸地インターチェンジ（仮称）



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，６９５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１，６２２ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ２６ ９ ９

令和 ９ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１０７

近畿自動車道名古屋神戸線（新名神大津スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

近畿自動車道　名古屋神戸線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

４３４ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

滋賀県大津市大石龍門

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

県道　宇治田原大石東線 滋賀県大津市大石龍門 立体接続 新名神大津スマートインターチェン
ジ（仮称）



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

４８４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　- 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ２６ ９ ９

令和 ７ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１１４

一般国道１号（淀川左岸線延伸部）
（大阪府門真市三ツ島一丁目から大阪府大阪市鶴見区緑地公園まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道１号

（有料道路名　：　淀川左岸線延伸部）

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

大阪府大阪市鶴見区緑地公園 まで

大阪府門真市三ツ島一丁目 から
１．９ キロメートル

大阪府大阪市鶴見区緑地公園 まで

別　　紙　　１

大阪府門真市三ツ島一丁目 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

大阪府門真市
大字薭島

まで

II

大阪府門真市
大字薭島

から

第２種第２級

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

I

大阪府門真市
三ツ島一丁目

から

第１種第３級

I

大阪府門真市
三ツ島一丁目

から

８０ ０．８
大阪府門真市

大字薭島
まで

大阪府大阪市
鶴見区緑地公園

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

II

大阪府門真市
大字薭島

から

６０ １．１
大阪府大阪市

鶴見区緑地公園
まで



（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０メートル　大阪府門真市三ツ島一丁目から大阪府門真市大字薭島まで

３．２５メートル　大阪府門真市大字薭島から大阪府大阪市鶴見区緑地公園まで

（へ）車線数

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

II

大阪府門真市
大字薭島

から

４車線 ４車線
大阪府大阪市

鶴見区緑地公園
まで

I

大阪府門真市
三ツ島一丁目

から

４車線 ４車線
大阪府門真市

大字薭島
まで



（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

別　　紙　　１

I
大阪府門真市
三ツ島一丁目から大阪府門真市
大字薭島まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計

トンネル部分 － － － － －

左　側 右　側 計

土工（掘割）部分 － － － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

２．５０×２ ５．００ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － － － －



( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

（リ）中央帯の標準幅員

別　　紙　　１

II
大阪府門真市
大字薭島から大阪府大阪市
鶴見区緑地公園まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計

トンネル部分 － － － － －

左　側 右　側 計

土工（掘割）部分 １．２５×２ ２．５０ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

１．２５×２ ２．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － － － －

メートル（橋梁部）

大阪府門真市
大字薭島

まで メートル（掘割部）

設計区間 幅員 摘要

I

大阪府門真市
三ツ島一丁目

から
メートル（土工部）

２．２５



（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

６１，０７５ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

II

大阪府門真市
大字薭島

から
１．７５ メートル（土工部）

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

一般国道１号
（第二京阪道路）

大阪府門真市
三ツ島一丁目

平面接続 本線

１．７５ メートル（橋梁部）

大阪府大阪市
鶴見区緑地公園

まで メートル（掘割部）

一般国道１号
（淀川左岸線延伸部）

大阪府大阪市
鶴見区緑地公園

平面接続 本線（直轄・阪神高速）

近畿自動車道
天理吹田線

大阪府門真市大字薭島
大阪府大阪市鶴見区茨田大宮二

丁目

立体接続 門真ジャンクション

主要地方道　八尾茨木線 大阪府門真市大字薭島 立体接続 門真西インターチェンジ（仮称）



年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

７７，３５７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　７３，７９９ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ２９ ６ ７

令和 １４ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１１５

一般国道1号（油小路線）（京都南JCT）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道1号

（有料道路名：油小路線）

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

京都府京都市伏見区竹田真幡木町

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

中央自動車道　西宮線 京都府京都市
伏見区竹田真幡木町

立体接続 京都南ジャンクション（仮称）



（４）工事予算

３０，８２９ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３６，５５１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　３４，９１４ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ３ １ １

令和 １１ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１１９

近畿自動車道名古屋神戸線（城陽スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

近畿自動車道　名古屋神戸線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

５，３５１ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

京都府城陽市富野長谷山

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道　城陽スマートインター線(仮称） 京都府城陽市富野長谷山 立体接続 城陽スマートインターチェンジ（仮
称）



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

５，７０７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　- 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ２９ ９ ２２

令和 ７ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１２０

中国横断自動車道尾道松江線（雲南加茂スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

中国横断自動車道　尾道松江線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

３，１００ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

島根県雲南市加茂町三代

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道　加茂インター線 島根県雲南市加茂町三代 立体接続 雲南加茂スマートインターチェンジ



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３，３８５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　- 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ２９ ９ ２２

令和 ４ ８ ７

令和 ５ ９ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１２１

一般国道２号（第二神明道路）
（兵庫県神戸市西区伊川谷町井吹から兵庫県神戸市西区平野町中津まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道２号

（有料道路名　：　第二神明道路）

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

兵庫県神戸市西区平野町中津 まで

兵庫県神戸市西区伊川谷町井吹 から
６．２ キロメートル

兵庫県神戸市西区平野町中津 まで

別　　紙　　１

兵庫県神戸市西区伊川谷町井吹 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

兵庫県神戸市西区伊川谷町井吹 から
第1種第3級 道路構造令

兵庫県神戸市西区平野町中津

兵庫県神戸市西区伊川谷町井吹 から
８０ ６．２

兵庫県神戸市西区平野町中津 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

兵庫県神戸市西区伊川谷町井吹 から
４車線 ４車線

兵庫県神戸市西区平野町中津 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

兵庫県神戸市西区伊川谷町井吹から兵庫県神戸市西区平野町中津まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － － － －

土工（掘割）部分 ２．５０×２ ５．００ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５×２ ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

２．５０×２ ５．００ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

兵庫県神戸市西区平野町中津 まで
３．００ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

兵庫県神戸市西区伊川谷町井吹 から ３．００ メートル（土工部）

兵庫県道高速北神戸線
（阪神高速７号北神戸線）

兵庫県神戸市西区
伊川谷町井吹

立体接続 永井谷ジャンクション

一般国道２号 兵庫県神戸市西区
伊川谷町別府

立体接続 永井谷インターチェンジ（仮称）

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

一般国道２号
（第二神明道路）

兵庫県神戸市西区
伊川谷町井吹

平面接続 永井谷ジャンクション

一般国道１７５号 兵庫県神戸市西区
平野町下村

立体接続 平野西インターチェンジ（仮称）

一般国道２号
（第二神明道路）

兵庫県神戸市西区
平野町中津

立体接続 石ケ谷ジャンクション（仮称）

一般国道２号 兵庫県神戸市西区
櫨谷町菅野

立体接続 櫨谷インターチェンジ（仮称）

一般国道２号 兵庫県神戸市西区
平野町向井

立体接続 平野東インターチェンジ（仮称）



（４）工事予算

７５，６９６ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

イ 兵庫県神戸市西区平野町中津（ＳＴＡ１７６+８０）から兵庫県神戸市西区平野町中津（ＳＴＡ１８１+０５）

年 月 日

ロ 兵庫県神戸市西区平野町下村（ＳＴＡ１６３+８０）から兵庫県神戸市西区平野町中津（ＳＴＡ１７６+８０）

年 月 日

ハ 兵庫県神戸市西区櫨谷町菅野（ＳＴＡ１４８+４０）から兵庫県神戸市西区平野町下村（ＳＴＡ１６３+８０）

年 月 日

ニ 兵庫県神戸市西区櫨谷町菅野（ＳＴＡ１３４+８０）から兵庫県神戸市西区櫨谷町菅野（ＳＴＡ１４８+４０）

年 月 日

ホ 兵庫県神戸市西区伊川谷伊吹（ＳＴＡ１１９+０４）から兵庫県神戸市西区櫨谷町菅野（１３４+８０）

年 月 日

・　なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける年月日をいう。

平成 ３０ ９ １

平成 ３０ ５ １

別　　紙　　１

平成 ３０ ５ １

平成 ３０ ９ １

平成 ３０ ５ １



②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

７９，４８７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　７５，６８２ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ７ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１２３

一般国道１０号（隼人道路）
（鹿児島県霧島市隼人町住吉から鹿児島県姶良市加治木町反土まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道１０号

（有料道路名　：隼人道路）

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

鹿児島県姶良市加治木町反土 まで

鹿児島県霧島市隼人町住吉 から
７．３ キロメートル

鹿児島県姶良市加治木町反土 まで

別　　紙　　１

鹿児島県霧島市隼人町住吉 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

鹿児島県霧島市隼人町住吉 から
第1種第3級 道路構造令

鹿児島県姶良市加治木町反土

鹿児島県霧島市隼人町住吉 から
８０ ７．３

鹿児島県姶良市加治木町反土 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

鹿児島県霧島市隼人町住吉 から
４車線 ４車線 ４車線化

鹿児島県姶良市加治木町反土 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

鹿児島県霧島市隼人町住吉から鹿児島県姶良市加治木町反土まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － ０．７５ ０．７５ １．５０

土工（掘割）部分 １．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

１．２５×２ ２．５０ １．２５ １．００ ２．２５

橋梁高架部分
（中小橋）

１．７５×２ ３．５０ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

２９，１４１ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

・なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける年月日をいう。

②工事の完成予定年月日

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

鹿児島県霧島市隼人町住吉 から ３．００ メートル（土工部）

平成 ３０ ５ １

鹿児島県姶良市加治木町反土 まで
３．００ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）



年 月 日 （隼人西～加治木間：４車線運用開始）

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３２，１３１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　３０，７９４ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ４ １１ ３０

令和 ７ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１２４

一般国道２４号（京奈和自動車道（大和北道路））
（奈良県奈良市歌姫町から奈良県奈良市八条三丁目まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道２４号

（有料道路名　：　京奈和自動車道（大和北道路））

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

奈良県奈良市八条三丁目 まで

奈良県奈良市歌姫町 から
６．１ キロメートル

奈良県奈良市八条三丁目 まで

別　　紙　　１

奈良県奈良市歌姫町 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

奈良県奈良市歌姫町 から
第1種第3級 道路構造令

奈良県奈良市八条三丁目

奈良県奈良市歌姫町 から
８０ ６．１

奈良県奈良市八条三丁目 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

奈良県奈良市歌姫町 から
４車線 ４車線

奈良県奈良市八条三丁目 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

奈良県奈良市歌姫町から奈良県奈良市八条三丁目まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － １．２５ ０．７５ ２．００

土工（掘割）部分 １．２５×２ ２．５０ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

１．２５×２ ２．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

１．２５×２ ２．５０ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

７８，２２３ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

奈良県奈良市歌姫町 から １．５０ メートル（土工部）

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

一般国道２４号
（京奈和自動車道（京奈道路））

奈良県奈良市歌姫町 平面接続 本線

奈良県奈良市八条三丁目 まで
１．５０ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

一般国道２４号 奈良県奈良市左京五丁目 立体接続 奈良北インターチェンジ（仮称）

（都）西九条佐保線 奈良県奈良市八条三丁目 立体接続 奈良インターチェンジ（仮称）



イ 奈良県奈良市歌姫町（ＳＴＡ６+００）から奈良県奈良市法華寺町（ＳＴＡ２８+２９）まで

年 月 日

ロ 奈良県奈良市法華寺町（ＳＴＡ２８+２９）から奈良県奈良市八条三丁目（ＳＴＡ６７+２ （予定）

６）まで

年 月 日

・なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手（予定）年月日とは、各区間の全ての範囲について、

会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける（予定）年月日をいう。

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

９６，９０６ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　９２，４３０ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ３０ ５ １

令和 ９ １０ １

令和 １５ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１２５

一般国道２４号（京奈和自動車道（大和北道路））
（奈良県奈良市八条三丁目から奈良県大和郡山市横田町まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道２４号

（有料道路名　：　京奈和自動車道路（大和北道路））

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

奈良県大和郡山市横田町 まで

奈良県奈良市八条三丁目 から
６．３ キロメートル

奈良県大和郡山市横田町 まで

別　　紙　　１

奈良県奈良市八条三丁目 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

奈良県奈良市八条三丁目 から
第1種第3級 道路構造令

奈良県大和郡山市横田町

奈良県奈良市八条三丁目 から
８０ ６．３

奈良県大和郡山市横田町 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

奈良県奈良市八条三丁目 から
４車線 ４車線

奈良県大和郡山市横田町 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

奈良県奈良市八条三丁目から奈良県大和郡山市横田町まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － － － －

土工（掘割）部分 １．２５×２ ２．５０ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

１．２５×２ ２．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

１．２５×２ ２．５０ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

奈良県大和郡山市横田町 まで
１．５０ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

奈良県奈良市八条三丁目 から １．５０ メートル（土工部）

一般国道２４号 奈良県奈良市杏町 立体接続 大和郡山北インターチェンジ（北）
（仮称）

一般国道２４号 奈良県大和郡山市美濃庄町 立体接続 大和郡山北インターチェンジ（南）
（仮称）

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

（都）西九条佐保線 奈良県奈良市八条三丁目 立体接続 奈良インターチェンジ（仮称）

西名阪自動車道 奈良県大和郡山市横田町 立体接続 郡山下ツ道ジャンクション

一般国道２４号 奈良県大和郡山市横田町 立体接続 大和郡山インターチェンジ（仮称）

一般国道２４号
（京奈和自動車道（大和御所道路））

奈良県大和郡山市横田町 平面接続 郡山下ツ道ジャンクション



（４）工事予算

４５，０６６ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

イ 奈良県奈良市八条三丁目（ＳＴＡ６７+２６）から奈良県大和郡山市美濃庄町（ＳＴＡ９ （予定）

９+２１）まで

年 月 日

ロ 奈良県大和郡山市美濃庄町（ＳＴＡ９９+２１）から奈良県大和郡山市横田町（ＳＴＡ１３０+３２）まで

年 月 日

・なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手（予定）年月日とは、各区間の全ての範囲について、

会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける（予定）年月日をいう。

②工事の完成予定年月日

年 月 日

別　　紙　　１

令和 １３ ３ ３１

令和 ７ ４ １

平成 ３０ ５ １



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

５７，８４０ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　５５，２０１ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１２７

一般国道４９７号（西九州自動車道（佐世保道路））
（長崎県北松浦郡佐々町沖田免から長崎県佐世保市大塔町まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道４９７号

（有料道路名　：西九州自動車道（佐世保道路））

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

長崎県佐世保市大塔町 まで

長崎県北松浦郡佐々町沖田免 から
１６．９ キロメートル

長崎県佐世保市大塔町 まで

別　　紙　　１

長崎県北松浦郡佐々町沖田免 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

長崎県北松浦郡佐々町沖田免 から
第1種第3級 道路構造令

長崎県佐世保市大塔町

長崎県北松浦郡佐々町沖田免 から
８０ １６．９

長崎県佐世保市大塔町 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

長崎県北松浦郡佐々町沖田免 から
４車線 ４車線 ４車線化

長崎県佐世保市大塔町 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

長崎県北松浦郡佐々町沖田免から長崎県佐世保市大塔町まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － ０．７５ ０．７５ １．５０

土工（掘割）部分 １．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

１．２５×２ ２．５０ １．２５ １．００ ２．２５

橋梁高架部分
（中小橋）

１．７５×２ ３．５０ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

１２５，５９５ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

・なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける年月日をいう。

②工事の完成予定年月日

長崎県佐世保市大塔町 まで

３．００および
２．２５

メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

長崎県北松浦郡佐々町沖田免 から ３．００ メートル（土工部）

平成 ３０ ５ １



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１４４，９６０ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１３８，２４７ 百万円)(消費税込み)

令和 １０ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１２８

四国縦貫自動車道（東温スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

四国縦貫自動車道

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

２，６２２ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

愛媛県東温市田窪

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道　高速側道１号線　及び
市道　高速道路２号線

愛媛県東温市田窪 立体接続 東温スマートインターチェンジ



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３，１０８ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　- 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ３０ ９ １

令和 ６ ３ ２３

令和 ７ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１２９

九州縦貫自動車道鹿児島線（小郡鳥栖南スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

九州縦貫自動車道鹿児島線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

４，８９１ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

佐賀県鳥栖市酒井東町

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

県道鳥栖朝倉線(仮称） 佐賀県鳥栖市酒井東町 立体接続 小郡鳥栖南スマートインターチェン
ジ



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

５，５７２ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　- 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ３０ ９ １

令和 ６ ７ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１３０

近畿自動車道名古屋神戸線
（滋賀県甲賀市甲賀町岩室から滋賀県大津市上田上牧町まで）（改築）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

近畿自動車道　名古屋神戸線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

滋賀県大津市上田上牧町 まで

滋賀県甲賀市甲賀町岩室 から
２８．５ キロメートル

滋賀県大津市上田上牧町 まで

別　　紙　　１

滋賀県甲賀市甲賀町岩室 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０メートル、３．７５メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

滋賀県甲賀市甲賀町岩室 から
第1種第1級 道路構造令

滋賀県大津市上田上牧町

滋賀県甲賀市甲賀町岩室 から
１２０ ２８．５

滋賀県大津市上田上牧町 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

滋賀県甲賀市甲賀町岩室 から
６車線 ６車線 ６車線化

滋賀県大津市上田上牧町 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

滋賀県甲賀市甲賀町岩室から滋賀県大津市上田上牧町まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － １．００ １．００ ２．００

土工（掘割）部分 ３．００×２ ６．００ ３．００ １．７５ ４．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

３．００×２ ６．００ ３．００ １．２５ ４．２５

橋梁高架部分
（中小橋）

３．００×２ ６．００ ３．００ １．７５ ４．７５



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１０１，８５２ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

滋賀県甲賀市甲賀町岩室 から ４．５０ メートル（土工部）

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

県道甲賀土山線 滋賀県甲賀市
甲賀町岩室

立体接続 甲賀土山インターチェンジ

滋賀県大津市上田上牧町 まで
４．５０ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

県道柑子塩野線 滋賀県甲賀市
甲南町新治

立体接続 甲南インターチェンジ

一般国道３０７号 滋賀県甲賀市
信楽町黄瀬

立体接続 信楽インターチェンジ



年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日 （一部完成）

年 月 日 （一部完成）

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１１６，０４９ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１１１，４４８ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 元 ５ １

令和 ９ ３ ３１

令和 ４ ３ ２９

令和 ５ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１３２

一般国道３１号（広島呉道路）
（広島県安芸郡坂町横浜東から広島県呉市二河町まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道３１号

（有料道路名　：　広島呉道路）

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

広島県呉市二河町 まで

広島県安芸郡坂町横浜東 から
１２．２ キロメートル

広島県呉市二河町 まで

別　　紙　　１

広島県安芸郡坂町横浜東 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

広島県安芸郡坂町横浜東 から
第1種第3級 道路構造令

広島県呉市二河町

広島県安芸郡坂町横浜東 から
８０ １２．２

広島県呉市二河町 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

広島県安芸郡坂町横浜東 から
４車線 ４車線 ４車線化

広島県呉市二河町 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

広島県安芸郡坂町横浜東から広島県呉市二河町まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － ０．７５ ０．７５ １．５０

土工（掘割）部分 １．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

１．２５×２ ２．５０ １．２５ １．００ ２．２５

橋梁高架部分
（中小橋）

１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

７４，３２５ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

・なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける年月日をいう。

②工事の完成予定年月日

広島県呉市二河町 まで
３．００ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

広島県安芸郡坂町横浜東 から ３．００ メートル（土工部）

令和 元 ７ １



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

８９，６１６ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　８５，５８６ 百万円)(消費税込み)

令和 １１ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１３３

四国縦貫自動車道（阿波スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

四国縦貫自動車道

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

２，５９０ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

徳島県阿波市市場町

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道高速インター線(仮称） 徳島県阿波市市場町 立体接続 阿波スマートインターチェンジ（仮
称）



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３，０３６ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　- 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 元 １０ ２４

令和 ８ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１３４

一般国道２号（広島岩国道路）（大竹西JCT）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道２号

（有料道路名：広島岩国道路）

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１，０００ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

広島県大竹市御園

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

一般国道２号（岩国大竹道路） 広島県大竹市御園 立体接続 大竹西ジャンクション（仮称）



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，２８２ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１，２２９ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ２ ５ １

令和 １３ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１３５

一般国道１９６号（今治・小松自動車道（今治小松道路））（今治湯ノ浦ＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道１９６号

（有料道路名：今治・小松自動車道（今治小松道路））

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

別　　紙　　１

愛媛県今治市長沢

一般国道１９６号
（今治道路）

愛媛県
今治市長沢

平面接続 本線

一般国道１９６号 愛媛県
今治市長沢

立体接続 今治湯ノ浦インターチェンジ



（４）工事予算

３，００６ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３，７４７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　３，５９３ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ２ ５ １

令和 ９ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１３６

近畿自動車道敦賀線
（福井県大飯郡おおい町福谷から福井県小浜市鯉川まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

近畿自動車道　敦賀線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

福井県小浜市鯉川 まで

福井県大飯郡おおい町福谷 から
１１．５ キロメートル

福井県小浜市鯉川 まで

別　　紙　　１

福井県大飯郡おおい町福谷 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

福井県大飯郡おおい町福谷 から
第1種第3級 道路構造令

福井県小浜市鯉川

福井県大飯郡おおい町福谷 から
８０ １１．５

福井県小浜市鯉川 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

福井県大飯郡おおい町福谷 から
４車線 ４車線 ４車線化

福井県小浜市鯉川 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

福井県大飯郡おおい町福谷から福井県小浜市鯉川まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － ０．７５ ０．７５ １．５０

土工（掘割）部分 １．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

１．２５×２ ２．５０ １．２５ １．００ ２．２５

橋梁高架部分
（中小橋）

１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

２０，０００ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

福井県小浜市鯉川 まで
３．００ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

福井県大飯郡おおい町福谷 から ３．００ メートル（土工部）

令和 ２ ５ １



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２４，５０４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　２３，３６６ 百万円)(消費税込み)

令和 １２ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１３７

中国横断自動車道岡山米子線
（岡山県真庭市蒜山西茅部から鳥取県日野郡江府町佐川まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

中国横断自動車道岡山米子線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

鳥取県日野郡江府町佐川 まで

岡山県真庭市蒜山西茅部 から
１５．３ キロメートル

鳥取県日野郡江府町佐川 まで

別　　紙　　１

岡山県真庭市蒜山西茅部 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

岡山県真庭市蒜山西茅部 から
第1種第3級 道路構造令

鳥取県日野郡江府町佐川

岡山県真庭市蒜山西茅部 から
８０ １５．３

鳥取県日野郡江府町佐川 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

岡山県真庭市蒜山西茅部 から
４車線 ４車線 ４車線化

鳥取県日野郡江府町佐川 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

岡山県真庭市蒜山西茅部から鳥取県日野郡江府町佐川まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － ０．７５ ０．７５ １．５０

土工（掘割）部分 １．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

１．２５×２ ２．５０ １．２５ １．００ ２．２５

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

２５，０００ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

鳥取県日野郡江府町佐川 まで
３．００ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

岡山県真庭市蒜山西茅部 から ３．００ メートル（土工部）

令和 ２ ５ １



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３０，７４４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　２９，３１７ 百万円)(消費税込み)

令和 １２ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１３８

四国縦貫自動車道
（徳島県阿波市土成町吉田から徳島県美馬市脇町拝原まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

四国縦貫自動車道

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

徳島県美馬市脇町拝原 まで

徳島県阿波市土成町吉田 から
１８．８ キロメートル

徳島県美馬市脇町拝原 まで

別　　紙　　１

徳島県阿波市土成町吉田 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

徳島県阿波市土成町吉田 から
第1種第2級 道路構造令

徳島県美馬市脇町拝原

徳島県阿波市土成町吉田 から
１００ １８．８

徳島県美馬市脇町拝原 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

徳島県阿波市土成町吉田 から
４車線 ４車線 ４車線化

徳島県美馬市脇町拝原 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

徳島県阿波市土成町吉田から徳島県美馬市脇町拝原まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － １．００ １．００ ２．００

土工（掘割）部分 ２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．２５ ３．００

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － ２．５０ １．２５ ３．７５



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

４６，０００ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

徳島県美馬市脇町拝原 まで
４．５０ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

徳島県阿波市土成町吉田 から ４．５０ メートル（土工部）

令和 ２ ５ １



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

５４，５６９ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　５２，０３６ 百万円)(消費税込み)

令和 １２ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１３９

四国縦貫自動車道
（愛媛県伊予市稲荷から愛媛県喜多郡内子町内子まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

四国縦貫自動車道

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

愛媛県喜多郡内子町内子 まで

愛媛県伊予市稲荷 から
２４．０ キロメートル

愛媛県喜多郡内子町内子 まで

別　　紙　　１

愛媛県伊予市稲荷 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

愛媛県伊予市稲荷 から
第1種第3級 道路構造令

愛媛県喜多郡内子町内子

愛媛県伊予市稲荷 から
８０ ２４．０

愛媛県喜多郡内子町内子 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

愛媛県伊予市稲荷 から
４車線 ４車線 ４車線化

愛媛県喜多郡内子町内子 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

愛媛県伊予市稲荷から愛媛県喜多郡内子町内子まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － ０．７５ ０．７５ １．５０

土工（掘割）部分 １．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

１．２５×２ ２．５０ １．２５ １．００ ２．２５

橋梁高架部分
（中小橋）

１．７５×２ ３．５０ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

１００，０００ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手予定年月日

イ 愛媛県伊予市中山町中山から愛媛県喜多郡内子町内子まで

年 月 日

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

愛媛県伊予市稲荷 から ３．００ メートル（土工部）

令和 ２ ５ １

愛媛県喜多郡内子町内子 まで
３．００ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）



ロ 愛媛県伊予市稲荷から愛媛県伊予市中山町中山まで

年 月 日

②工事の完成予定年月日

イ 愛媛県伊予市中山町中山から愛媛県喜多郡内子町内子まで

年 月 日

ロ 愛媛県伊予市稲荷から愛媛県伊予市中山町中山まで

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１２２，６７８ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１１７，０６７ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 １６ ３ ３１

令和 ６ ５ １

令和 １２ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１４０

一般国道３号（南九州西回り自動車道（市来～鹿児島西））
（鹿児島県日置市東市来町美山から 鹿児島県日置市伊集院町下谷口まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道３号

（南九州西回り自動車道（市来～鹿児島西））

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（なお、事業着手する区間については鹿児島県日置市東市来町美山から鹿児島県日置市伊集院町大田までとする。）

（ロ）延長

※ （　）内は、鹿児島県日置市東市来町美山から鹿児島県日置市伊集院町大田までを表す

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

鹿児島県日置市伊集院町下谷口 まで

鹿児島県日置市東市来町美山 から
6.1(2.3) キロメートル

鹿児島県日置市伊集院町下谷口 まで

別　　紙　　１

鹿児島県日置市東市来町美山 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

鹿児島県日置市東市来町美山 から
第1種第2級 道路構造令

鹿児島県日置市伊集院町下谷口

鹿児島県日置市東市来町美山 から
１００ ６．１

鹿児島県日置市伊集院町下谷口 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

鹿児島県日置市東市来町美山 から
４車線 ４車線 ４車線化

鹿児島県日置市伊集院町下谷口 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

鹿児島県日置市東市来町美山から鹿児島県日置市伊集院町下谷口まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － － － －

土工（掘割）部分 ２．５０×２ ５．００ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５×２ ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

３２，９３３ 百万円（消費税込み）

（うち、鹿児島県日置市東市来町美山から鹿児島県日置市伊集院町大田までの工事予算１４，０００百万円（消費税込み））

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

鹿児島県日置市伊集院町下谷口 まで
４．５０ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

鹿児島県日置市東市来町美山 から ４．５０ メートル（土工部）

令和 ２ ５ １



年 月 日

（なお、上記については鹿児島県日置市東市来町美山から鹿児島県日置市伊集院町大田までの工事の着手および完成の予定年月日を表す。

）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１７，１９０ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１６，３９２ 百万円)(消費税込み)

（なお、上記については鹿児島県日置市東市来町美山から鹿児島県日置市伊集院町大田までの債務引受限度額および助成対象基

準額を表す。）

令和 １２ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１４１

山陽自動車道吹田山口線（三木スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

山陽自動車道吹田山口線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１，９５１ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

兵庫県三木市加佐

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道加佐草加野線 兵庫県三木市 立体接続 三木スマートインターチェンジ（仮
称）



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，２３１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　- 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ２ １２ １

令和 ７ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１４２

山陽自動車道吹田山口線（篠坂PAスマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

山陽自動車道吹田山口線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

岡山県笠岡市篠坂

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道篠坂スマートインターチェンジア
クセス上り線及び市道篠坂スマートイ

ンターチェンジアクセス下り線

岡山県笠岡市 立体接続 篠坂ＰＡスマートインターチェンジ
（仮称）



（４）工事予算

１，４４６ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，６８２ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　- 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ２ １２ １

令和 ８ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１４３

山陽自動車道吹田山口線（八本松スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

山陽自動車道　吹田山口線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

２，９８１ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

広島県東広島市八本松町正力

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道正力西１号線 広島県東広島市 立体接続 八本松スマートインターチェンジ
（仮称）



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３，４８１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　- 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ２ １２ １

令和 ９ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１４４

四国横断自動車道阿南四万十線（観音寺スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

四国横断自動車道阿南四万十線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

２，４７８ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

香川県観音寺市古川町

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道高速連絡１号線
市道高速連絡２号線

香川県観音寺市 立体接続 観音寺スマートインターチェンジ
（仮称）



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，８８３ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　- 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ２ １２ １

令和 ８ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１４５

東九州自動車道（新富スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東九州自動車道

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

２，８４９ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

宮崎県児湯郡新富町

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

県道高鍋高岡線 宮崎県児湯郡新富町 立体接続 新富スマートインターチェンジ（仮
称）



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３，３２５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　- 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ２ １２ １

令和 ９ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１４６

中国横断自動車道岡山米子線
（岡山県加賀郡吉備中央町西から岡山県高梁市有漢町有漢まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

中国横断自動車道岡山米子線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

岡山県高梁市有漢町有漢 まで

岡山県加賀郡吉備中央町西 から
１２．９ キロメートル

岡山県高梁市有漢町有漢 まで

別　　紙　　１

岡山県加賀郡吉備中央町西 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

岡山県加賀郡吉備中央町西 から
第1種第3級 道路構造令

岡山県高梁市有漢町有漢

岡山県加賀郡吉備中央町西 から
８０ １２．９

岡山県高梁市有漢町有漢 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

岡山県加賀郡吉備中央町西 から
４車線 ４車線 ４車線化

岡山県高梁市有漢町有漢 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

岡山県加賀郡吉備中央町西から岡山県高梁市有漢町有漢まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － － － －

土工（掘割）部分 １．７５×２ ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

１．２５×２ ２．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

２５，０００ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

岡山県高梁市有漢町有漢 まで
３．００ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

岡山県加賀郡吉備中央町西 から ３．００ メートル（土工部）

令和 ３ ５ １



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３０，３９１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　２８，９７８ 百万円)(消費税込み)

令和 １３ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１４７

中国横断自動車道岡山米子線
（鳥取県日野郡江府町佐川から鳥取県西伯郡伯耆町金屋谷まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

中国横断自動車道岡山米子線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

鳥取県西伯郡伯耆町金屋谷 まで

鳥取県日野郡江府町佐川 から
８．３ キロメートル

鳥取県西伯郡伯耆町金屋谷 まで

別　　紙　　１

鳥取県日野郡江府町佐川 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

鳥取県日野郡江府町佐川 から
第1種第3級 道路構造令

鳥取県西伯郡伯耆町金屋谷

鳥取県日野郡江府町佐川 から
８０ ８．３

鳥取県西伯郡伯耆町金屋谷 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

鳥取県日野郡江府町佐川 から
４車線 ４車線 ４車線化

鳥取県西伯郡伯耆町金屋谷 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

鳥取県日野郡江府町佐川から鳥取県西伯郡伯耆町金屋谷まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － ０．７５ ０．７５ １．５０

土工（掘割）部分 １．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

－ － １．２５ １．００ ２．２５

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － １．７５ １．００ ２．７５



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

２６，０００ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

鳥取県西伯郡伯耆町金屋谷 まで
メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

鳥取県日野郡江府町佐川 から ３．００ メートル（土工部）

令和 ３ ５ １



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３１，１２５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　２９，６７８ 百万円)(消費税込み)

令和 １３ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１４８

一般国道９号（安来道路）
（鳥取県米子市陰田町から島根県安来市佐久保町まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道９号

（安来道路）

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

島根県安来市佐久保町 まで

鳥取県米子市陰田町 から
６．６ キロメートル

島根県安来市佐久保町 まで

別　　紙　　１

鳥取県米子市陰田町 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

鳥取県米子市陰田町 から
第1種第2級 道路構造令

島根県安来市佐久保町

鳥取県米子市陰田町 から
１００ ６．６

島根県安来市佐久保町 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

鳥取県米子市陰田町 から
４車線 ４車線 ４車線化

島根県安来市佐久保町 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

鳥取県米子市陰田町から島根県安来市佐久保町まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － － － －

土工（掘割）部分 ２．５０×２ ５．００ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５×２ ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

２．５０×２ ５．００ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

２９，０００ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

島根県安来市佐久保町 まで
４．５０ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

鳥取県米子市陰田町 から ４．５０ メートル（土工部）

令和 ３ ５ １



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３５，１１７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　３３，４８４ 百万円)(消費税込み)

令和 １３ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１４９

一般国道１０号（椎田道路）
（福岡県築上郡築上町船迫から福岡県築上郡築上町上ノ河内まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道１０号

（椎田道路）

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

福岡県築上郡築上町上ノ河内 まで

福岡県築上郡築上町船迫 から
６．６ キロメートル

福岡県築上郡築上町上ノ河内 まで

別　　紙　　１

福岡県築上郡築上町船迫 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

福岡県築上郡築上町船迫 から
第1種第3級 道路構造令

福岡県築上郡築上町上ノ河内

福岡県築上郡築上町船迫 から
８０ ６．６

福岡県築上郡築上町上ノ河内 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

福岡県築上郡築上町船迫 から
４車線 ４車線 ４車線化

福岡県築上郡築上町上ノ河内 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

福岡県築上郡築上町船迫から福岡県築上郡築上町上ノ河内まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － － － －

土工（掘割）部分 １．７５×２ ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

１．２５×２ ２．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

１．７５×２ ３．５０ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

３５，０００ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

福岡県築上郡築上町上ノ河内 まで
２．２５ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

福岡県築上郡築上町船迫 から ２．２５ メートル（土工部）

令和 ３ ５ １



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

４２，５２１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　４０，５４４ 百万円)(消費税込み)

令和 １３ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１５０

東九州自動車道
（大分県大分市宮河内から大分県臼杵市野田まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東九州自動車道

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

大分県臼杵市野田 まで

大分県大分市宮河内 から
１４．０ キロメートル

大分県臼杵市野田 まで

別　　紙　　１

大分県大分市宮河内 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

大分県大分市宮河内 から
第1種第2級 道路構造令

大分県臼杵市野田

大分県大分市宮河内 から
１００ １４．０

大分県臼杵市野田 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

大分県大分市宮河内 から
４車線 ４車線 ４車線化

大分県臼杵市野田 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

大分県大分市宮河内から大分県臼杵市野田まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － １．００ １．００ ２．００

土工（掘割）部分 ２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．２５ ３．００

橋梁高架部分
（中小橋）

２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

５３，０００ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

大分県臼杵市野田 まで
４．５０ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

大分県大分市宮河内 から ４．５０ メートル（土工部）

令和 ３ ５ １



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

６３，４９９ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　６０，５４７ 百万円)(消費税込み)

令和 １３ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１５１

東九州自動車道
（宮崎県児湯郡高鍋町上江から宮崎県西都市岡富まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東九州自動車道

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（なお、事業着手する区間については宮崎県児湯郡高鍋町上江から宮崎県児湯郡新富町新田までとする。）

（ロ）延長

※ （　）内は、宮崎県児湯郡高鍋町上江から宮崎県児湯郡新富町新田までを表す

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

宮崎県西都市岡富 まで

宮崎県児湯郡高鍋町上江 から
12.1(4.7) キロメートル

宮崎県西都市岡富 まで

別　　紙　　１

宮崎県児湯郡高鍋町上江 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

宮崎県児湯郡高鍋町上江 から
第1種第2級 道路構造令

宮崎県西都市岡富

宮崎県児湯郡高鍋町上江 から
１００ １２．１

宮崎県西都市岡富 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

宮崎県児湯郡高鍋町上江 から
４車線 ４車線 ４車線化

宮崎県西都市岡富 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

宮崎県児湯郡高鍋町上江から宮崎県西都市岡富まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － － － －

土工（掘割）部分 ２．５０×２ ５．００ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５×２ ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

３６，０００ 百万円（消費税込み）

（うち、宮崎県児湯郡高鍋町上江から宮崎県児湯郡新富町新田までの工事予算１８，０００百万円（消費税込み））

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

宮崎県西都市岡富 まで
４．５０ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

宮崎県児湯郡高鍋町上江 から ４．５０ メートル（土工部）

令和 ３ ５ １



年 月 日

（なお、上記については宮崎県児湯郡高鍋町上江から宮崎県児湯郡新富町新田までの工事の着手および完成の予定年月日を表す。）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２１，８６４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　２０，８４７ 百万円)(消費税込み)

（なお、上記については宮崎県児湯郡高鍋町上江から宮崎県児湯郡新富町新田までの債務引受限度額および助成対象基準額を表

す。）

令和 １３ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１５２

中央自動車道西宮線（黒丸スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

中央自動車道西宮線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

滋賀県東近江市蛇溝町

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道黒丸スマートインターチェンジ上
り線

市道黒丸スマートインターチェンジ下
り線

滋賀県東近江市蛇溝町 立体接続 黒丸スマートインターチェンジ（仮
称）



（４）工事予算

１，９０６ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，２４０ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　- 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ３ ９ １

令和 １０ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１５３

近畿自動車道敦賀線
（福井県小浜市岡津から福井県小浜市府中まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

近畿自動車道　敦賀線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

福井県小浜市府中 まで

福井県小浜市岡津 から
１１．３ キロメートル

福井県小浜市府中 まで

別　　紙　　１

福井県小浜市岡津 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

福井県小浜市岡津 から
第1種第3級 道路構造令

福井県小浜市府中

福井県小浜市岡津 から
８０ １１．３

福井県小浜市府中 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

福井県小浜市岡津 から
４車線 ４車線 ４車線化

福井県小浜市府中 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

福井県小浜市岡津から福井県小浜市府中まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － ０．７５ ０．７５ １．５０

土工（掘割）部分 １．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

１．２５×２ ２．５０ １．２５ １．００ ２．２５

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

６１，０００ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

福井県小浜市府中 まで
３．００ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

福井県小浜市岡津 から ３．００ メートル（土工部）

令和 ４ ５ １



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

７７，１６５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　７３，７１２ 百万円)(消費税込み)

令和 １４ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１５４

中国横断自動車道岡山米子線
（鳥取県西伯郡伯耆町金屋谷から鳥取県米子市赤井手まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

中国横断自動車道岡山米子線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

鳥取県米子市赤井手 まで

鳥取県西伯郡伯耆町金屋谷 から
９．３ キロメートル

鳥取県米子市赤井手 まで

別　　紙　　１

鳥取県西伯郡伯耆町金屋谷 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

福井県小浜市岡津 から
第1種第3級 道路構造令

鳥取県米子市赤井手

福井県小浜市岡津 から
８０ ９．３

鳥取県米子市赤井手 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

福井県小浜市岡津 から
４車線 ４車線 ４車線化

鳥取県米子市赤井手 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

福井県小浜市岡津から鳥取県米子市赤井手まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － － － －

土工（掘割）部分 １．７５×２ ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

１．２５×２ ２．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

１７，０００ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

鳥取県米子市赤井手 まで
３．００ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

福井県小浜市岡津 から ３．００ メートル（土工部）

令和 ４ ５ １



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２１，６９３ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　２０，７２２ 百万円)(消費税込み)

令和 １４ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１５５

中国横断自動車道広島浜田線
（広島県山県郡北広島町新庄から島根県浜田市旭町丸源まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

中国横断自動車道広島浜田線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（なお、事業着手する区間については広島県山県郡北広島町大塚から島根県邑智郡邑南町市木まで、及び、島根県浜田市旭町市木内ケ原

から島根県浜田市旭町重富までとする。）

（ロ）延長

※ （　）内は、広島県山県郡北広島町大塚から島根県邑智郡邑南町市木まで、及び、島根県浜田市旭町市木内ケ原から島根県浜田市旭

町重富までを表す

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

島根県浜田市旭町丸源 まで

広島県山県郡北広島町新庄 から
26.6（11.2） キロメートル

島根県浜田市旭町丸源 まで

別　　紙　　１

広島県山県郡北広島町新庄 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

広島県山県郡北広島町新庄 から
第1種第3級 道路構造令

島根県浜田市旭町丸原

広島県山県郡北広島町新庄 から
８０ ２６．６

島根県浜田市旭町丸原 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

広島県山県郡北広島町新庄 から
４車線 ４車線 ４車線化

島根県浜田市旭町丸原 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

広島県山県郡北広島町新庄から島根県浜田市旭町丸原まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － ０．７５ ０．７５ １．５０

土工（掘割）部分 １．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

１．２５×２ ２．５０ １．２５ １．００ ２．２５

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － １．７５ １．００ ２．７５



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

１０９，０００ 百万円（消費税込み）

（うち、広島県山県郡北広島町大塚から島根県邑智郡邑南町市木まで、及び、島根県浜田市旭町市木内ケ原から島根県浜田市

旭町重富までの工事予算７５，０００百万円（消費税込み））

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

島根県浜田市旭町丸原 まで
３．００ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

広島県山県郡北広島町新庄 から ３．００ メートル（土工部）

令和 ４ ５ １



年 月 日

（なお、上記については広島県山県郡北広島町大塚から島根県邑智郡邑南町市木まで、及び、島根県浜田市旭町市木内ケ原から島根県浜田

市旭町重富までの工事の着手および完成の予定年月日を表す。）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

９３，７７６ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　８９，６３６ 百万円)(消費税込み)

（なお、上記については広島県山県郡北広島町大塚から島根県邑智郡邑南町市木まで、及び、島根県浜田市旭町市木内ケ原から

島根県浜田市旭町重富までの債務引受限度額および助成対象基準額を表す。）

令和 １４ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１５６

東九州自動車道
（大分県津久見市大字下青江から大分県佐伯市大字上岡まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東九州自動車道

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（なお、事業着手する区間については大分県佐伯市弥生大字床木から大分県佐伯市大字上岡までとする。）

（ロ）延長

※ （　）内は、大分県佐伯市弥生大字床木から大分県佐伯市大字上岡までを表す

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

大分県佐伯市大字上岡 まで

大分県津久見市大字下青江 から
13.0（3.3） キロメートル

大分県佐伯市大字上岡 まで

別　　紙　　１

大分県津久見市大字下青江 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

大分県津久見市大字下青江 から
第1種第2級 道路構造令

大分県佐伯市大字上岡

大分県津久見市大字下青江 から
１００ １３．０

大分県佐伯市大字上岡 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

大分県津久見市大字下青江 から
４車線 ４車線 ４車線化

大分県佐伯市大字上岡 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

大分県津久見市大字下青江から大分県佐伯市大字上岡まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － １．００ １．００ ２．００

土工（掘割）部分 ２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．２５ ３．００

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

１０７，０００ 百万円（消費税込み）

（うち、大分県佐伯市弥生床木から大分県佐伯市上岡までの工事予算３７，０００百万円（消費税込み））

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

大分県佐伯市大字上岡 まで
４．５０ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

大分県津久見市大字下青江 から ４．５０ メートル（土工部）

令和 ４ ５ １



年 月 日

（なお、上記については大分県佐伯市弥生床木から大分県佐伯市上岡までの工事の着手および完成の予定年月日を表す。）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

４５，５４２ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　４３，５０４ 百万円)(消費税込み)

（なお、上記については大分県佐伯市弥生床木から大分県佐伯市上岡までの債務引受限度額および助成対象基準額を表す。）

令和 １４ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１５７

一般国道４７８号（京都縦貫自動車道）
（京都府船井郡京丹波町須知から京都府宮津市宮村まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道４７８号

（有料道路名　：　京都縦貫自動車道）

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

京都府宮津市宮村 まで

京都府船井郡京丹波町須知 から
５２．６ キロメートル

京都府宮津市宮村 まで

別　　紙　　１

京都府船井郡京丹波町須知 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０メートル

京都府綾部市七百石町 まで

II
京都府綾部市七百石町 から

第1種第3級

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

I
京都府船井郡京丹波町須知 から

第1種第3級 道路構造令

I
京都府船井郡京丹波町須知 から

８０ ５２．６
京都府綾部市七百石町 まで

道路構造令
京都府宮津市宮村 まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

II
京都府綾部市七百石町 から

８０ ５２．６
京都府宮津市宮村 まで



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

II
京都府綾部市七百石町 から

２車線 ４車線
京都府宮津市宮村 まで

I
京都府船井郡京丹波町須知 から

２車線 ４車線
京都府綾部市七百石町 まで

I 京都府船井郡京丹波町須知から京都府綾部市七百石町まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側

トンネル部分 １．２５×２ ２．５０ － － －

計

土工（掘割）部分 １．７５×２ ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

１．２５×２ ２．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

１．７５×２ ３．５０ － － －



( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

３．５０メートル

（リ）中央帯の標準幅員

別　　紙　　１

II 京都府綾部市七百石町から京都府宮津市宮村まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計

トンネル部分 １．２５×２ ２．５０ － － －

左　側 右　側 計

土工（掘割）部分 ２．５０×２ ５．００ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５×２ ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

１．７５×２ ３．５０ － － －

設計区間 幅員 摘要

I

京都府船井郡京丹波町須知 から メートル（土工部）

京都府綾部市七百石町 まで
メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

II

京都府綾部市七百石町 から メートル（土工部）

京都府宮津市宮村 まで
メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）



（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

２７，７７４ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

別　　紙　　１

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

一般国道２７号 京都府船井郡京丹波町才原 立体接続 京丹波わちインターチェンジ

一般国道２７号 京都府綾部市安国寺町 立体接続 綾部安国寺インターチェンジ

一般国道４７８号（京都縦貫自動車
道）

京都府船井郡京丹波町須知 平面接続 本線

一般国道１７３号 京都府船井郡京丹波町和田 立体接続 京丹波みずほインターチェンジ

府道綾部大江宮津線 京都府宮津市宮村 立体接続 宮津天橋立インターチェンジ

一般国道３１２号（山陰近畿自動車
道）

京都府宮津市喜多 平面接続 本線（京都府）

近畿自動車道敦賀線 京都府綾部市七百石町 立体接続 綾部ジャンクション

府道内宮地頭線 京都府舞鶴市地頭 立体接続 舞鶴大江インターチェンジ

令和 ５ ３ ３１



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２７，８０９ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　- 百万円)(消費税込み)

令和 ５ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１５８

中国縦貫自動車道（加計スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

中国縦貫自動車道

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１，８７１ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

広島県山県郡安芸太田町津浪

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

町道イロハ線及び
町道津浪巡回線

広島県山県郡安芸太田町津浪 立体接続 加計スマートインターチェンジ



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，１８６ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　- 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ５ １０ １

令和 １３ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１５９

東九州自動車道（霧島スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東九州自動車道

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

２，８７９ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

鹿児島県霧島市国分広瀬

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道小村新田４号線 鹿児島県霧島市国分広瀬 立体接続 霧島スマートインターチェンジ（仮
称）



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３，２８８ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　- 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ５ １０ １

令和 １２ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１６０

沖縄自動車道（池武当IC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

沖縄自動車道

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

２，４５５ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

沖縄県沖縄市知花

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

県道沖縄嘉手納線 沖縄県沖縄市知花 立体接続 池武当インターチェンジ（仮称）



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３，０３５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　２，８９８ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ５ １０ １

令和 １９ ３ ３１



別紙１－１６０の次に次の別紙を加える。 

 



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１６１

中央自動車道西宮線（西宮IC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

中央自動車道西宮線

（西宮IC）

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

別　　紙　　１

兵庫県西宮市今津水波町

一般国道４３号（名神湾岸連絡線） 兵庫県西宮市 平面接続 本線

一般国道４３号 兵庫県西宮市 立体接続



（４）工事予算

２，５００ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手予定年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，８２３ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　２，６９４ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 １３ ４ １

令和 １４ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１６２

一般国道４３号（名神湾岸連絡線）
（兵庫県西宮市今津水波町から兵庫県西宮市今津社前町まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道４３号

（有料道路名：名神湾岸連絡線）

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

兵庫県西宮市今津社前町 まで

兵庫県西宮市今津水波町 から
０．３ キロメートル

兵庫県西宮市今津社前町 まで

別　　紙　　１

兵庫県西宮市今津水波町 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

兵庫県西宮市今津水波町 から 第１種第２級
ランプ規格

道路構造令
兵庫県西宮市今津社前町

兵庫県西宮市今津水波町 から
４０ ０．３

兵庫県西宮市今津社前町 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

兵庫県西宮市今津水波町 から
４車線 ４車線

兵庫県西宮市今津社前町 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

兵庫県西宮市今津水波町から兵庫県西宮市今津社前町まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － － － －

土工（掘割）部分 － － － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

－ － ０．７５ ０．７５ １．５０

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

５００ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手予定年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

兵庫県西宮市今津水波町 から メートル（土工部）

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

中央自動車道西宮線 兵庫県西宮市今津水波町 平面接続 西宮インターチェンジ

兵庫県西宮市今津社前町 まで
メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

一般国道４３号（名神湾岸連絡線） 兵庫県西宮市今津社前町 平面接続 本線（阪神高速道路株式会社）

令和 １３ ４ １



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

５６５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　５３９ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 １４ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１６３

中国横断自動車道尾道松江線
（島根県松江市宍道町伊志見から島根県松江市乃白町まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

中国横断自動車道尾道松江線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（なお、事業着手する区間については島根県松江市宍道町佐々布から島根県松江市宍道町白石までとする。）

（ロ）延長

※ （　）内は、島根県松江市宍道町佐々布から島根県松江市宍道町白石までを表す

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

島根県松江市乃白町 まで

島根県松江市宍道町伊志見 から
15.7（3.0） キロメートル

島根県松江市乃白町 まで

別　　紙　　１

島根県松江市宍道町伊志見 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

島根県松江市宍道町伊志見 から
第１種第２級 道路構造令

島根県松江市乃白町

島根県松江市宍道町伊志見 から
１００ １５．７

島根県松江市乃白町 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

島根県松江市宍道町伊志見 から
４車線 ４車線 ４車線化

島根県松江市乃白町 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

島根県松江市宍道町伊志見から島根県松江市乃白町まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － １．００ １．００ ２．００

土工（掘割）部分 ２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．２５ ３．００

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

６４，０００ 百万円（消費税込み）

（うち、島根県松江市宍道町佐々布から島根県松江市宍道町白石までの工事予算１８，０００百万円（消費税込み））

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手予定年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

島根県松江市乃白町 まで
４．５０ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

島根県松江市宍道町伊志見 から ４．５０ メートル（土工部）

令和 ６ ５ １



年 月 日

（なお、上記については島根県松江市宍道町佐々布から島根県松江市宍道町白石までの工事の着手および完成の予定年月日を表す。）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２３，１１４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　２２，０８０ 百万円)(消費税込み)

（なお、上記については島根県松江市宍道町佐々布から島根県松江市宍道町白石までの債務引受限度額および助成対象基準額を

表す。）

令和 １６ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１６４

四国縦貫自動車道
（徳島県美馬市美馬町から徳島県三好郡東みよし町足代まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

四国縦貫自動車道

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（なお、事業着手する区間については徳島県三好市三野町加茂野宮から徳島県三好市三野町太刀野までとする。）

（ロ）延長

※ （　）内は、徳島県三好市三野町加茂野宮から徳島県三好市三野町太刀野までを表す

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

徳島県三好郡東みよし町足代 まで

徳島県美馬市美馬町 から
15.8（4.8） キロメートル

徳島県三好郡東みよし町足代 まで

別　　紙　　１

徳島県美馬市美馬町 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

徳島県美馬市美馬町 から
第１種第３級 道路構造令

徳島県三好郡東みよし町足代

徳島県美馬市美馬町 から
８０ １５．８

徳島県三好郡東みよし町足代 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

徳島県美馬市美馬町 から
４車線 ４車線 ４車線化

徳島県三好郡東みよし町足代 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

徳島県美馬市美馬町から徳島県三好郡東みよし町足代まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － ０．７５ ０．７５ １．５０

土工（掘割）部分 １．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

１．２５×２ ２．５０ １．２５ １．００ ２．２５

橋梁高架部分
（中小橋）

１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

８０，０００ 百万円（消費税込み）

（うち、徳島県三好市三野町加茂野宮から徳島県三好市三野町太刀野までの工事予算２６，０００百万円（消費税込み））

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手予定年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

徳島県三好郡東みよし町足代 まで
３．００ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

徳島県美馬市美馬町 から ３．００ メートル（土工部）

令和 ６ ５ １



年 月 日

（なお、徳島県三好市三野町加茂野宮から徳島県三好市三野町太刀野までの工事の着手および完成の予定年月日を表す。）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３３，４３１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　３１，９３５ 百万円)(消費税込み)

（なお、上記については徳島県三好市三野町加茂野宮から徳島県三好市三野町太刀野までの債務引受限度額および助成対象基準

額を表す。）

令和 １６ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１６５

一般国道１０号（椎田道路）
（福岡県京都郡みやこ町呰見から福岡県築上郡築上町大字船迫まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道１０号

（椎田道路）

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

福岡県築上郡築上町大字船迫 まで

福岡県京都郡みやこ町呰見 から
２．３ キロメートル

福岡県築上郡築上町大字船迫 まで

別　　紙　　１

福岡県京都郡みやこ町呰見 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

福岡県京都郡みやこ町呰見 から
第１種第３級 道路構造令

福岡県築上郡築上町大字船迫

福岡県京都郡みやこ町呰見 から
８０ ２．３

福岡県築上郡築上町大字船迫 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

福岡県京都郡みやこ町呰見 から
４車線 ４車線 ４車線化

福岡県築上郡築上町大字船迫 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

福岡県京都郡みやこ町呰見から福岡県築上郡築上町大字船迫まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 ー ー ー ー ー

土工（掘割）部分 １．７５×２ ３．５０ ー ー ー

橋梁高架部分
（長大橋）

－ － － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

１．７５×２ ３．５０ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

７，０００ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手予定年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

福岡県築上郡築上町大字船迫 まで
３．００ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

福岡県京都郡みやこ町呰見 から ３．００ メートル（土工部）

令和 ６ ５ １



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

８，４９３ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　８，１１３ 百万円)(消費税込み)

令和 １６ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１６６

東九州自動車道
（鹿児島県曽於市末吉町深川から鹿児島県霧島市国分下井まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東九州自動車道

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（なお、事業着手する区間については鹿児島県霧島市福山町佳例川から鹿児島県霧島市国分川原までとする。）

（ロ）延長

※ （　）内は、鹿児島県霧島市福山町佳例川から鹿児島県霧島市国分川原までを表す

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

鹿児島県霧島市国分下井 まで

鹿児島県曽於市末吉町深川 から
22.5（7.1） キロメートル

鹿児島県霧島市国分下井 まで

別　　紙　　１

鹿児島県曽於市末吉町深川 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

鹿児島県曽於市末吉町深川 から
第１種第２級 道路構造令

鹿児島県霧島市国分下井

鹿児島県曽於市末吉町深川 から
１００ ２２．５

鹿児島県霧島市国分下井 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

鹿児島県曽於市末吉町深川 から
４車線 ４車線 ４車線化

鹿児島県霧島市国分下井 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

鹿児島県曽於市末吉町深川から鹿児島県霧島市国分下井まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － １．００ １．００ ２．００

土工（掘割）部分 ２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．２５ ３．００

橋梁高架部分
（中小橋）

１．７５×２ ３．５０ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

１３３，０００ 百万円（消費税込み）

（うち、鹿児島県霧島市福山町佳例川から鹿児島県霧島市国分川原までの工事予算５２，０００百万円（消費税込み））

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手予定年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

鹿児島県霧島市国分下井 まで
４．５０ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

鹿児島県曽於市末吉町深川 から ４．５０ メートル（土工部）

令和 ６ ５ １



年 月 日

（なお、鹿児島県霧島市福山町佳例川から鹿児島県霧島市国分川原までの工事の着手および完成の予定年月日を表す。）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

６２，８２６ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　６０，０１５ 百万円)(消費税込み)

（なお、上記については鹿児島県霧島市福山町佳例川から鹿児島県霧島市国分川原までの債務引受限度額および助成対象基準額

を表す。）

令和 １６ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１６７

一般国道４９７号（西九州自動車道（武雄佐世保道路））
（長崎県東彼杵郡波佐見町折敷瀬郷から佐賀県武雄市東川登町大字袴野まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道４９７号

（西九州自動車道（武雄佐世保道路））

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

佐賀県武雄市東川登町大字袴野 まで

長崎県東彼杵郡波佐見町折敷瀬郷 から
９．５ キロメートル

佐賀県武雄市東川登町大字袴野 まで

別　　紙　　１

長崎県東彼杵郡波佐見町折敷瀬郷 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

長崎県東彼杵郡波佐見町折敷瀬郷 から
第１種第３級 道路構造令

佐賀県武雄市東川登町大字袴野

長崎県東彼杵郡波佐見町折敷瀬郷 から
８０ ９．５

佐賀県武雄市東川登町大字袴野 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

長崎県東彼杵郡波佐見町折敷瀬郷 から
４車線 ４車線 ４車線化

佐賀県武雄市東川登町大字袴野 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

長崎県東彼杵郡波佐見町折敷瀬郷から佐賀県武雄市東川登町大字袴野まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － ０．７５ ０．７５ １．５０

土工（掘割）部分 １．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

１．２５×２ ２．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

１．２５×２ ２．５０ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

３５，０００ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手予定年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

佐賀県武雄市東川登町大字袴野 まで
３．００ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

長崎県東彼杵郡波佐見町折敷瀬郷 から ３．００ メートル（土工部）

令和 ６ ５ １



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

４２，３１８ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　４０，４２５ 百万円)(消費税込み)

令和 １６ ３ ３１

別　　紙　　１



別紙３を次のとおり改める。 

 



修繕に係る工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙３

（協定第5条第2項関連）

（機構法第13条第1項第5号に定める協定記載事項）



修繕に係る工事に要する費用に係る債務引受限度額
（消費税込み）

年度 債務引受限度額

Ｈ１８ 16,786百万円

Ｈ１９ 24,426百万円

Ｈ２０ 25,020百万円

Ｈ２１ 26,890百万円

Ｈ２２ 37,352百万円

Ｈ２３ 37,947百万円

Ｈ２４ 42,569百万円

Ｈ２５ 55,252百万円

Ｈ２６ 79,077百万円

Ｈ２７ 68,933百万円

Ｈ２８ 83,973百万円

Ｈ２９ 78,967百万円

Ｈ３０ 82,732百万円

Ｒ１ 118,786百万円

Ｒ２ 178,237百万円

Ｒ３ 193,078百万円

Ｒ４ 145,080百万円

Ｒ５ 224,551百万円

Ｒ６ 459,452百万円

Ｒ７ 212,901百万円

Ｒ８ 156,569百万円

Ｒ９ 75,610百万円

Ｒ１０ 71,003百万円

Ｒ１１ 61,434百万円

Ｒ１２ 50,304百万円

Ｒ１３ 46,797百万円

Ｒ１４ 48,954百万円

Ｒ１５ 49,494百万円

Ｒ１６ 52,173百万円

Ｒ１７ 50,935百万円

Ｒ１８ 51,983百万円

Ｒ１９ 52,641百万円

Ｒ２０ 53,620百万円

Ｒ２１ 54,921百万円

Ｒ２２ 54,811百万円

Ｒ２３ 54,602百万円

Ｒ２４ 54,485百万円

Ｒ２５ 54,625百万円

Ｒ２６ 53,944百万円

Ｒ２７ 53,250百万円

Ｒ２８ 53,643百万円

Ｒ２９ 53,972百万円

Ｒ３０ 54,635百万円

Ｒ３１ 53,512百万円

Ｒ３２ 54,198百万円

Ｒ３３ 55,222百万円

Ｒ３４ 55,791百万円

Ｒ３５ 55,329百万円

Ｒ３６ 55,323百万円

Ｒ３７ 54,440百万円

Ｒ３８ 55,267百万円

Ｒ３９ 53,860百万円

Ｒ４０ 54,349百万円

Ｒ４１ 53,978百万円

Ｒ４２ 54,022百万円

Ｒ４３ 53,944百万円

Ｒ４４ 53,970百万円

Ｒ４５ 54,085百万円

Ｒ４６ 54,261百万円

Ｒ４７ 54,261百万円

Ｒ４８ 54,261百万円

Ｒ４９ 54,261百万円

Ｒ５０ 54,261百万円

Ｒ５１ 54,261百万円

Ｒ５２ 54,261百万円

Ｒ５３ 52,918百万円

（注1）平成18年度から令和4年度までは実績値を、令和5年度は実績見込値を記載している。

（注2）上記記載の債務引受限度額については、限度額に残余が生じた場合は、繰り越しを認めるものとする。



別紙４を次のとおり改める。 

 



災害復旧に要する費用に係る債務引受限度額

別紙４

（協定第6条第1項関連）

（機構法第13条第1項第6号に定める協定記載事項）



災害復旧に要する費用に係る債務引受限度額

（消費税込み）

債務引受限度額 90,341百万円



別紙５を次のとおり改める。 

 



無利子貸付けの貸付計画

別紙５

（協定第7条第1項関連）

（機構法第13条第1項第7号に定める協定記載事項）



西日本高速道路株式会社に対する無利子貸付けの貸付計画
（消費税込み）

年度 無利子貸付計画額

Ｈ２６ 17百万円

Ｈ２７ 114百万円

Ｈ２８ 276百万円

Ｈ２９ 1,209百万円

Ｈ３０ 1,065百万円

Ｒ１ 1,165百万円

Ｒ２ 540百万円

Ｒ３ 867百万円

Ｒ４ 1,177百万円

Ｒ５ 2,084百万円

Ｒ６ 1,282百万円

Ｒ７ 3,090百万円

Ｒ８ 1,707百万円

Ｒ９ 871百万円

Ｒ１０ 712百万円

Ｒ１１ 833百万円

Ｒ１２ 20百万円

Ｒ１３ 0百万円

Ｒ１４ 0百万円

Ｒ１５ 0百万円

Ｒ１６ 0百万円

Ｒ１７ 0百万円

Ｒ１８ 0百万円

Ｒ１９ 0百万円

Ｒ２０ 0百万円

Ｒ２１ 0百万円

Ｒ２２ 0百万円

Ｒ２３ 0百万円

Ｒ２４ 0百万円

Ｒ２５ 0百万円

Ｒ２６ 0百万円

Ｒ２７ 0百万円

Ｒ２８ 0百万円

Ｒ２９ 0百万円

Ｒ３０ 0百万円

Ｒ３１ 0百万円

Ｒ３２ 0百万円

Ｒ３３ 0百万円

Ｒ３４ 0百万円

Ｒ３５ 0百万円

Ｒ３６ 0百万円

Ｒ３７ 0百万円

Ｒ３８ 0百万円

Ｒ３９ 0百万円

Ｒ４０ 0百万円

Ｒ４１ 0百万円

Ｒ４２ 0百万円

Ｒ４３ 0百万円

Ｒ４４ 0百万円

Ｒ４５ 0百万円

Ｒ４６ 0百万円

Ｒ４７ 0百万円

Ｒ４８ 0百万円

Ｒ４９ 0百万円

Ｒ５０ 0百万円

Ｒ５１ 0百万円

Ｒ５２ 0百万円

Ｒ５３ 0百万円

（注1）平成26年度から令和4年度までは実績値を、令和5年度は実績見込値を記載している。



別紙６を次のとおり改める。 

 



道路資産の貸付料の額

別紙６

（協定第9条第1項関連）

（機構法第13条第1項第8号に定める協定記載事項）



西日本高速道路株式会社に対する道路資産の貸付料
（消費税込み）

うち盛土・切土・
のり面構築物等分

うち橋梁・
トンネル等分

( 499,925百万円 ) ( 69,628百万円 ) ( 332,649百万円 ) ( 107,706百万円 ) ( 224,943百万円 )
510,013百万円 74,784百万円 357,283百万円 115,682百万円 241,601百万円

( 509,334百万円 ) ( 76,047百万円 ) ( 363,317百万円 ) ( 117,636百万円 ) ( 245,681百万円 )
509,334百万円 79,849百万円 381,483百万円 123,517百万円 257,966百万円

( 502,022百万円 ) ( 75,381百万円 ) ( 360,133百万円 ) ( 116,605百万円 ) ( 243,528百万円 )
485,996百万円 76,489百万円 365,426百万円 118,318百万円 247,108百万円

( 399,934百万円 ) ( 58,960百万円 ) ( 281,681百万円 ) ( 91,203百万円 ) ( 190,478百万円 )
381,671百万円 61,193百万円 292,353百万円 94,659百万円 197,694百万円

( 410,838百万円 ) ( 61,473百万円 ) ( 293,688百万円 ) ( 95,091百万円 ) ( 198,597百万円 )
403,375百万円 60,260百万円 287,895百万円 93,215百万円 194,680百万円

( 395,853百万円 ) ( 58,087百万円 ) ( 277,511百万円 ) ( 89,853百万円 ) ( 187,658百万円 )
410,885百万円 45,466百万円 289,436百万円 78,667百万円 210,769百万円

( 395,037百万円 ) ( 58,201百万円 ) ( 278,058百万円 ) ( 90,030百万円 ) ( 188,028百万円 )
424,597百万円 47,363百万円 301,509百万円 81,949百万円 219,560百万円

( 397,607百万円 ) ( 35,890百万円 ) ( 228,473百万円 ) ( 62,098百万円 ) ( 166,375百万円 )
442,443百万円 41,477百万円 264,040百万円 71,765百万円 192,275百万円

( 488,754百万円 ) ( 47,742百万円 ) ( 303,924百万円 ) ( 82,605百万円 ) ( 221,319百万円 )
557,169百万円 56,249百万円 358,080百万円 97,325百万円 260,755百万円

( 489,117百万円 ) ( 51,375百万円 ) ( 327,049百万円 ) ( 88,890百万円 ) ( 238,159百万円 )
571,084百万円 61,589百万円 392,073百万円 106,564百万円 285,509百万円

( 538,594百万円 ) ( 46,825百万円 ) ( 298,084百万円 ) ( 81,018百万円 ) ( 217,066百万円 )
570,996百万円 50,863百万円 323,788百万円 88,004百万円 235,784百万円

( 546,571百万円 ) ( 43,129百万円 ) ( 274,555百万円 ) ( 74,623百万円 ) ( 199,932百万円 )
590,008百万円 60,380百万円 384,377百万円 104,472百万円 279,905百万円

( 550,695百万円 ) ( 29,626百万円 ) ( 188,597百万円 ) ( 51,260百万円 ) ( 137,337百万円 )
602,493百万円 36,081百万円 229,687百万円 62,428百万円 167,259百万円

( 558,517百万円 ) ( 10,725百万円 ) ( 68,278百万円 ) ( 18,558百万円 ) ( 49,720百万円 )
621,903百万円 18,073百万円 115,054百万円 31,271百万円 83,783百万円

( 566,527百万円 ) ( 20,526百万円 ) ( 130,665百万円 ) ( 35,514百万円 ) ( 95,151百万円 )
490,291百万円 30,246百万円 192,543百万円 52,332百万円 140,211百万円

( 493,165百万円 ) ( 21,647百万円 ) ( 137,806百万円 ) ( 37,455百万円 ) ( 100,351百万円 )
518,675百万円 32,583百万円 204,677百万円 56,377百万円 148,300百万円

( 517,585百万円 ) ( 5,395百万円 ) ( 34,346百万円 ) ( 9,335百万円 ) ( 25,011百万円 )
567,421百万円 45,021百万円 282,804百万円 77,896百万円 204,908百万円

( 462,541百万円 ) ( 2,347百万円 ) ( 14,944百万円 ) ( 4,062百万円 ) ( 10,882百万円 )
562,639百万円 29,046百万円 184,905百万円 50,256百万円 134,649百万円

Ｒ６ 565,409百万円 4,160百万円 26,481百万円 7,197百万円 19,284百万円
Ｒ７ 537,131百万円 10,103百万円 64,316百万円 17,481百万円 46,835百万円
Ｒ８ 517,149百万円 7,518百万円 47,856百万円 13,007百万円 34,849百万円
Ｒ９ 517,940百万円 26,097百万円 166,129百万円 45,153百万円 120,976百万円

Ｒ１０ 514,417百万円 24,403百万円 155,350百万円 42,223百万円 113,127百万円
Ｒ１１ 519,807百万円 34,490百万円 219,562百万円 59,676百万円 159,886百万円
Ｒ１２ 516,690百万円 55,762百万円 354,976百万円 96,481百万円 258,495百万円
Ｒ１３ 519,329百万円 55,536百万円 353,537百万円 96,090百万円 257,447百万円
Ｒ１４ 518,325百万円 54,305百万円 345,704百万円 93,961百万円 251,743百万円
Ｒ１５ 519,608百万円 55,131百万円 350,961百万円 95,390百万円 255,571百万円
Ｒ１６ 534,368百万円 54,087百万円 344,315百万円 93,583百万円 250,732百万円
Ｒ１７ 530,851百万円 56,267百万円 358,191百万円 97,355百万円 260,836百万円
Ｒ１８ 522,740百万円 57,707百万円 367,358百万円 99,846百万円 267,512百万円
Ｒ１９ 514,179百万円 56,733百万円 361,157百万円 98,161百万円 262,996百万円
Ｒ２０ 505,275百万円 55,268百万円 351,831百万円 95,626百万円 256,205百万円
Ｒ２１ 498,739百万円 55,199百万円 351,393百万円 95,507百万円 255,886百万円
Ｒ２２ 489,937百万円 54,116百万円 344,498百万円 93,633百万円 250,865百万円
Ｒ２３ 484,286百万円 53,438百万円 340,181百万円 92,460百万円 247,721百万円
Ｒ２４ 478,207百万円 52,695百万円 335,451百万円 91,174百万円 244,277百万円
Ｒ２５ 473,852百万円 52,135百万円 331,886百万円 90,205百万円 241,681百万円
Ｒ２６ 465,979百万円 51,238百万円 326,180百万円 88,654百万円 237,526百万円
Ｒ２７ 458,372百万円 50,377百万円 320,696百万円 87,164百万円 233,532百万円
Ｒ２８ 454,017百万円 49,785百万円 316,930百万円 86,140百万円 230,790百万円
Ｒ２９ 450,739百万円 49,336百万円 314,068百万円 85,362百万円 228,706百万円
Ｒ３０ 443,107百万円 48,302百万円 307,488百万円 83,574百万円 223,914百万円
Ｒ３１ 434,527百万円 47,373百万円 301,572百万円 81,966百万円 219,606百万円
Ｒ３２ 427,597百万円 46,424百万円 295,531百万円 80,324百万円 215,207百万円
Ｒ３３ 421,959百万円 45,594百万円 290,246百万円 78,888百万円 211,358百万円
Ｒ３４ 413,594百万円 44,480百万円 283,158百万円 76,961百万円 206,197百万円
Ｒ３５ 406,825百万円 43,694百万円 278,155百万円 75,601百万円 202,554百万円
Ｒ３６ 400,015百万円 42,846百万円 272,757百万円 74,134百万円 198,623百万円
Ｒ３７ 394,673百万円 42,291百万円 269,221百万円 73,173百万円 196,048百万円
Ｒ３８ 386,211百万円 41,133百万円 261,851百万円 71,170百万円 190,681百万円
Ｒ３９ 379,310百万円 40,449百万円 257,494百万円 69,986百万円 187,508百万円
Ｒ４０ 372,087百万円 39,488百万円 251,376百万円 68,323百万円 183,053百万円
Ｒ４１ 366,095百万円 38,787百万円 246,916百万円 67,111百万円 179,805百万円
Ｒ４２ 357,759百万円 37,743百万円 240,269百万円 65,304百万円 174,965百万円
Ｒ４３ 350,485百万円 36,846百万円 234,560百万円 63,752百万円 170,808百万円
Ｒ４４ 343,440百万円 35,965百万円 228,951百万円 62,228百万円 166,723百万円
Ｒ４５ 337,806百万円 35,249百万円 224,390百万円 60,988百万円 163,402百万円
Ｒ４６ 332,093百万円 34,515百万円 219,718百万円 59,718百万円 160,000百万円
Ｒ４７ 327,802百万円 33,980百万円 216,313百万円 58,793百万円 157,520百万円
Ｒ４８ 323,518百万円 33,446百万円 212,914百万円 57,869百万円 155,045百万円
Ｒ４９ 320,600百万円 33,082百万円 210,599百万円 57,240百万円 153,359百万円
Ｒ５０ 314,947百万円 32,377百万円 206,113百万円 56,021百万円 150,092百万円
Ｒ５１ 310,662百万円 31,843百万円 202,712百万円 55,096百万円 147,616百万円
Ｒ５２ 306,379百万円 31,309百万円 199,314百万円 54,173百万円 145,141百万円
Ｒ５３ 200,115百万円 18,070百万円 115,032百万円 31,265百万円 83,767百万円

（注1）平成18年度から令和4年度までの上段（　）内は計画値、下段は実績値を、令和5年度の上段（　）内は計画値、下段は実績見込値を記載している。

Ｒ１

Ｒ２

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ５

Ｈ２５

Ｈ２６

Ｈ２７

Ｈ２８

Ｈ２９

Ｈ３０

Ｈ１９

Ｈ２０

Ｈ２１

Ｈ２２

Ｈ２３

Ｈ２４

年度

貸付料

うち土地・家屋分
うち構造物等分

Ｈ１８



別紙７を次のとおり改める。 

 



計画料金収入の額

別紙７

（協定第10条第1項関連）



西日本高速道路株式会社における計画料金収入
（消費税込み）

年度 計画料金収入

( 643,757百万円 )
660,282百万円

( 652,624百万円 )
655,944百万円

( 644,959百万円 )
622,483百万円

( 547,669百万円 )
523,929百万円

( 566,717百万円 )
553,587百万円

( 546,542百万円 )
567,040百万円

( 549,281百万円 )
584,334百万円

( 552,462百万円 )
602,823百万円

( 647,514百万円 )
722,404百万円

( 658,713百万円 )
747,267百万円

( 715,852百万円 )
755,413百万円

( 725,342百万円 )
776,033百万円

( 740,067百万円 )
799,265百万円

( 755,303百万円 )
826,242百万円

( 774,383百万円 )
690,403百万円

( 711,255百万円 )
743,877百万円

( 744,166百万円 )
801,443百万円

( 697,166百万円 )
804,236百万円

Ｒ６ 803,510百万円
Ｒ７ 771,927百万円
Ｒ８ 717,578百万円
Ｒ９ 719,589百万円

Ｒ１０ 717,104百万円
Ｒ１１ 718,877百万円
Ｒ１２ 716,300百万円
Ｒ１３ 719,187百万円
Ｒ１４ 718,515百万円
Ｒ１５ 720,279百万円
Ｒ１６ 729,714百万円
Ｒ１７ 724,734百万円
Ｒ１８ 715,784百万円
Ｒ１９ 709,019百万円
Ｒ２０ 702,166百万円
Ｒ２１ 696,990百万円
Ｒ２２ 688,067百万円
Ｒ２３ 681,003百万円
Ｒ２４ 673,937百万円
Ｒ２５ 668,730百万円
Ｒ２６ 659,948百万円
Ｒ２７ 652,942百万円
Ｒ２８ 645,882百万円
Ｒ２９ 640,558百万円
Ｒ３０ 631,843百万円
Ｒ３１ 624,816百万円
Ｒ３２ 617,792百万円
Ｒ３３ 612,379百万円
Ｒ３４ 603,659百万円
Ｒ３５ 596,574百万円
Ｒ３６ 589,505百万円
Ｒ３７ 584,056百万円
Ｒ３８ 575,478百万円
Ｒ３９ 568,466百万円
Ｒ４０ 561,400百万円
Ｒ４１ 555,844百万円
Ｒ４２ 547,356百万円
Ｒ４３ 540,321百万円
Ｒ４４ 533,280百万円
Ｒ４５ 527,623百万円
Ｒ４６ 521,811百万円
Ｒ４７ 517,436百万円
Ｒ４８ 513,072百万円
Ｒ４９ 510,101百万円
Ｒ５０ 504,335百万円
Ｒ５１ 499,960百万円
Ｒ５２ 495,568百万円
Ｒ５３ 483,288百万円

（注1）平成18年度から令和4年度までの上段（　）内は計画値、下段は実績値を、令和5年度の上段（　）内は計画値、下段は実績見込値を記載している。

Ｈ３０

Ｒ１

Ｒ２

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ５

Ｈ２４

Ｈ２５

Ｈ２６

Ｈ２７

Ｈ２８

Ｈ２９

Ｈ１８

Ｈ１９

Ｈ２０

Ｈ２１

Ｈ２２

Ｈ２３



別紙８を次のとおり改める。 

 



１．（１）①のうち、「令和６年３⽉３１⽇」を「令和１６年３⽉３１⽇」に改める。 
 
１．（１）②のうち、「（24）から（52）まで」を「（24）から（53）まで」に改める。 
 
１．（１）②ヘのうち、「令和６年３⽉３１⽇」を「令和１６年３⽉３１⽇」に改める。 
 
１．（１）②カのうち、「令和６年３⽉３１⽇」を「令和９年３⽉３１⽇」に改める。 
 
１．（１）②レのうち、「１０円単位の端数処理を⾏った後の額する。」を「１０円単位の端

数処理を⾏った後の額とする。」に改める。 
 
１．（１）②ヰのうち「（イ）から（ハ）に掲げる表」を「（イ）から（ロ）に掲げる表」に

改め、（イ）を削り、（ロ）から（ハ）までを１ずつ繰り上げる。 
 
１．（１）②ク（ロ）イ）のうち、（注２）を削る。 
 
１．（１）②のうち、ラからクまでを１ずつ繰り下げ、ナの次に次のとおり加える。 
ラ ⼀般国道４３号（名神湾岸連絡線）（以下「名神湾岸連絡線」という。）における各イ

ンターチェンジ相互間の１回の通⾏に係る料⾦の額は、別添５の名神湾岸連絡線のキロ
程と阪神⾼速道路株式会社が管理する⼀般国道４３号（名神湾岸連絡線）等の利⽤距離
を通算し、当該通⾏を１回の利⽤としたうえで、阪神⾼速道路株式会社が管理する⾼速
道路の料⾦の額を含め、阪神⾼速道路株式会社が道路整備特別措置法（昭和３１年法律
第７号）第３条に基づく国⼟交通⼤⾂の許可を受けた料⾦の額及び割引制度を適⽤した
額とする。 

 
１．（１）③ロのうち、「②ヘ（⼤⽵⻄ジャンクション及び⼤⽵ジャンクションを通⾏する

場合並びにただし書きを除く。）、ル、ヲ、カ（ただし書きを除く。）、ヨ、タ、ツ、ネ、ナ、
ヰ（（ロ）（イ）の区間に限る。）及び（ハ）に定める期間を除く。）及びオに掲げる⾼速道
路」を「②ヘ（⼤⽵⻄ジャンクション及び⼤⽵ジャンクションを通⾏する場合並びにただし
書きを除く。）、ル、ヲ、カ（ただし書きを除く。）、ヨ、タ、ツ、ネ、ナ、ノ（（イ）（イ）の
区間に限る。）及び（ロ）に定める期間を除く。）及びクに掲げる⾼速道路」に改める。 

 
１．（２）②ロ（イ）のうち、「令和６年３⽉３１⽇」を「令和７年３⽉３１⽇」に改める。 
 
１．（２）⑦イの表中３の（A）のうち、「⼤阪府道⾼速⼤阪東⼤阪線」を「⼤阪府道⾼速⼤

阪東⼤阪線（⼀般国道１６３号（東⼤阪線）（東⼤阪市荒本北から東⼤阪市⻄⽯切町まで）を
含む。以下同じ。）」に改める。 

 
１．（２）⑧を次のとおり改める。 
⑧ 沖縄⾃動⾞道特別割引 

イ 令和６年３⽉３１⽇まで 



（イ）割引をする⾃動⾞ 
沖縄⾃動⾞道を通⾏する全⾃動⾞（駐留軍公⽤⾞両を除く）。 

（ロ）割引率等 
割引率は３５.５パーセントとし、沖縄⾃動⾞道の通⾏料⾦に適⽤する。 
なお、本割引適⽤後の料⾦の額は、割引後の算出額に１０円未満の端数が⽣じ

る場合には、四捨五⼊により、１０円単位の端数処理を⾏うこととする。 
ロ 令和６年４⽉１⽇から令和７年３⽉３１⽇まで 

（イ）割引をする⾃動⾞ 
沖縄⾃動⾞道を通⾏するＥＴＣ⾞（駐留軍公⽤⾞両を除く）。 

（ロ）割引率等 
割引率は３５.５パーセントとし、沖縄⾃動⾞道の通⾏料⾦に適⽤する。 
なお、本割引適⽤後の料⾦の額は、割引後の算出額に１０円未満の端数が⽣じ

る場合には、四捨五⼊により、１０円単位の端数処理を⾏うこととする。 
 
１．（２）⑨のうち、「令和６年３⽉３１⽇」を「令和９年３⽉３１⽇」に改める。 
 
１．（２）⑪を次のとおり改める。 
⑪ 障害者割引 

イ 割引をする⾃動⾞ 
⾝体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条第４項の規定により交付

されている⾝体障害者⼿帳⼜は療育⼿帳制度要綱（昭和４８年９⽉２７⽇厚⽣省発児
第１５６号厚⽣事務次官通知「療育⼿帳制度について」別紙）の定めるところにより
交付を受けている療育⼿帳（以下「⼿帳」という。）に、社会福祉法（昭和２６年法律
第４５号）第１４条に基づく福祉に関する事務所（市町村及び特別区が設置したもの
に限る。）若しくは当該事務所を設置していない町村⼜は⻄⽇本⾼速道路株式会社及び
他の有料道路事業者が共同で設ける申込窓⼝において、以下の（イ）⼜は（ロ）の要件
を満たすものとして、⻄⽇本⾼速道路株式会社が別に定めるところにより事前に⾃動
⾞登録番号⼜は⾞両番号等必要事項の記載の⼿続きがなされた⾃動⾞。 

（イ）⼿帳の交付を受けている者が、⼿帳を携⾏して⾃ら運転する⾃動⾞のうち⽇常⽣
活の⽤に供され、本⼈⼜はその親族等が所有する⾃動⾞（営業⽤の⾃動⾞を除く。）
で、⻄⽇本⾼速道路株式会社が別に定めるもの。 

（ロ）⼿帳の交付を受けている者のうち、重度の障害を持つ者として⾝体障害者福祉法
施⾏規則（昭和２５年厚⽣省令第１５号）別表第５号に定める障害の等級⼜は「療
育⼿帳制度の実施について（昭和４８年９⽉２７⽇児発第７２５号厚⽣省児童家
庭局⻑通知）」の第三に定める障害の程度に基づき⻄⽇本⾼速道路株式会社が別に
定める者（以下「重度障害者」という。）が⼿帳を携⾏して乗⾞し、その移動のた
めに本⼈以外の者が運転する⾃動⾞のうち⽇常⽣活の⽤に供され、当該重度障害
者⼜はその親族等が所有する（これらの者がこれらの⾃動⾞を所有していない場
合にあっては当該重度障害者を継続して⽇常的に介護している者が所有する）⾃
動⾞（営業⽤の⾃動⾞を除く。）で、⻄⽇本⾼速道路株式会社が別に定めるもの。 

なお、上記⾃動⾞がＥＴＣシステムを利⽤して無線通信により料⾦所を通⾏し、通



⾏料⾦の納付を⾏おうとする場合は、⻄⽇本⾼速道路株式会社が別に定めるところに
より事前に登録がなされた、ＥＴＣクレジットカード⼜はＥＴＣパーソナルカードと
⾞載器をともに使⽤する場合に限る。 

また、上記（イ）⼜は（ロ）の要件を満たす⾃動⾞以外の⾃動⾞であっても、⻄⽇本
⾼速道路株式会社が別に定めるものについては、⻄⽇本⾼速道路株式会社が別に定め
るところにより本割引を適⽤するものとする。ただし、当該⾃動⾞がＥＴＣシステム
を利⽤して無線通信により料⾦所を通⾏し通⾏料⾦の納付を⾏おうとする場合は、⻄
⽇本⾼速道路株式会社が別に定める⽅法により通⾏する場合に限る。 

ロ 割引率 
割引率は５０パーセント以下とする。 

 
１．（２）⑮イのうち「１００キロメートル」を「８０キロメートル」に、「別添５（ただ

し、京都縦貫⾃動⾞道は宮津天橋⽴インターチェンジから丹波インターチェンジまでの区間
に限る。）」を「別添５（ただし、京都縦貫⾃動⾞道は、⻄⽇本⾼速道路株式会社が別に定め
る⽇の前⽇までの間において、宮津天橋⽴インターチェンジから丹波インターチェンジまで
の区間に限る。）」に、同ハのうち「令和５年４⽉１⽇から同年１１⽉２６⽇まで」を「令和
６年４⽉６⽇から同年１１⽉３０⽇まで」に改める。 

 
１．（２）⑱のうち「⑯」を「⑲」に、「⑰」を「⑳」に改める。 
 
１．（２）⑲のうち「⑯」を「⑲」に、「⑰」を「⑳」に改める。 
 
１．（２）⑳イのうち「⑫」を「⑮」に、「⑮」を「⑱」に、同ハのうち「⑧」を「⑪」に、

「⑨」を「⑫」に、「⑪」を「⑭」に、「⑮」を「⑱」に、同ニのうち「⑧」を「⑪」に、「⑨」
を「⑫」に、「⑩」を「⑬」に、「⑫」を「⑮」に改める。 

 
１．（２）のうち、⑧から㉑までを３ずつ繰り下げ、⑦の次に次のとおり加える。 
⑧ 近畿⾃動⾞道迂回利⽤割引（⼤阪都⼼迂回） 

イ 割引をする⾃動⾞ 
次表の（Ａ）に掲げる道路、（Ｂ）に掲げる近畿⾃動⾞道の区間及び（Ｃ）に掲げる

阪神⾼速道路株式会社が管理する⾼速道路（ただし、次表の（Ａ）に道路の記載がな
い各項においては、これを除く。）を連続して通⾏し、ハに定める阪神⾼速道路株式
会社が管理するインターチェンジを⼊⼝⼜は出⼝として通⾏するＥＴＣ⾞。 

ただし、次表の１の（Ａ）に掲げる道路を通⾏する場合は、中央⾃動⾞道⻄宮線の
⼤⼭崎インターチェンジ若しくは茨⽊インターチェンジ⼜は近畿⾃動⾞道名古屋神⼾
線の⾼槻インターチェンジを流⼊⼜は流出する⾃動⾞に限るものとし、次表の４の（Ａ）
に掲げる第⼆京阪道路を通⾏する⾃動⾞のうち、当該道路の起点⼜は当該道路を除く
⾼速道路の各インターチェンジから流⼊⼜は流出する場合は、ＥＴＣ２．０⾞に限る
ものとする。 

 
 （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） 



１ 

中央⾃動⾞道⻄宮線の⼤⼭崎インタ

ーチェンジ若しくは茨⽊インターチ

ェンジ⼜は近畿⾃動⾞道名古屋神⼾

線の⾼槻インターチェンジから中央

⾃動⾞道⻄宮線の吹⽥インターチェ

ンジまでの区間 

松原ジャンクションから吹⽥インター

チェンジまで 

⼤阪府道⾼速⼤阪松原線の松原ジャ

ンクションからハに定める各インタ

ーチェンジまで（ただし、⼤阪府道⾼

速⼤和川線の全線を通⾏する場合に

限る。） 

２ ― 
松原ジャンクションから吹⽥インター

チェンジまで 

３ ― 
松原ジャンクションから摂津北インタ

ーチェンジまで 

４ 第⼆京阪道路 
松原ジャンクションから⾨真ジャンク

ションまで 

５ ― 
松原ジャンクションから⼤東鶴⾒イン

ターチェンジまで 

６ 
⼤阪府道⾼速⼤阪東⼤阪線のうち第

⼆阪奈道路との接続部から東⼤阪ジ

ャンクションまでの区間 

松原ジャンクションから東⼤阪ジャン

クションまで 

ロ 割引額 
割引額は、イに定める⾃動⾞が通⾏する場合の料⾦の額（阪神⾼速道路株式会社が

管理する⾼速道路の料⾦の額（短距離区間利⽤割引の割引適⽤要件に該当する⾃動⾞
の場合は、当該割引後の料⾦の額）を含む。以下「近畿⾃動⾞道迂回利⽤の料⾦の額」
という。）が、次表のうちイの表と同⼀の項の（Ｄ）に掲げる道路、（Ｅ）に掲げる近
畿⾃動⾞道の区間及び（Ｆ）に掲げる阪神⾼速道路株式会社が管理する⾼速道路（た
だし、次表の（Ｄ）⼜は（Ｅ）に道路の記載がない各項においては、これを除く。）を
連続して通⾏し、イに定める⾃動⾞が通⾏するインターチェンジを⼊⼝⼜は出⼝とし
て通⾏する場合の料⾦の額（阪神⾼速道路株式会社が管理する⾼速道路の料⾦の額（上
限料⾦の引下げに係る割引の割引適⽤要件に該当する⾃動⾞の場合は、当該割引後の
料⾦の額）を含む。また、同⼀の項において経路が複数ある場合は、複数経路のうち
最も低い額とする。以下「⼤阪都⼼利⽤の料⾦の額」という。）より⾼い場合におい
て、近畿⾃動⾞道迂回利⽤の料⾦の額から⼤阪都⼼利⽤の料⾦の額を差し引いた額と
し、イの表中（Ｂ）に掲げる近畿⾃動⾞道の区間の通⾏料⾦に適⽤する（ただし、⻄⽇
本⾼速道路株式会社が別に定める⽇までの間は、阪神⾼速道路株式会社が管理する⾼
速道路の通⾏料⾦に適⽤する。）。 
 経路 （Ｄ） （Ｅ） （Ｆ） 

１ 経路１ 

中央⾃動⾞道⻄宮線の⼤⼭崎イン

ターチェンジ若しくは茨⽊インタ

ーチェンジ⼜は近畿⾃動⾞道名古

屋神⼾線の⾼槻インターチェンジ

から中央⾃動⾞道⻄宮線の吹⽥イ

ンターチェンジまでの区間 

守⼝ジャンクションから吹⽥イン

ターチェンジまで 

⼤阪府道⾼速⼤阪守⼝線の守⼝ジ

ャンクションからハに定める各イ

ンターチェンジまで 



経路２ 

中央⾃動⾞道⻄宮線の⼤⼭崎イン

ターチェンジ若しくは茨⽊インタ

ーチェンジ⼜は近畿⾃動⾞道名古

屋神⼾線の⾼槻インターチェンジ

から中央⾃動⾞道⻄宮線の豊中イ

ンターチェンジまでの区間 

― 

⼤阪府道⾼速⼤阪池⽥線の豊中南

（名神）インターチェンジからハ

に定める各インターチェンジまで 

２ 

経路１ ― 
守⼝ジャンクションから吹⽥イン

ターチェンジまで 

⼤阪府道⾼速⼤阪守⼝線の守⼝ジ

ャンクションからハに定める各イ

ンターチェンジまで 

経路２ 

中央⾃動⾞道⻄宮線の吹⽥インタ

ーチェンジから豊中インターチェ

ンジまでの区間 

― 

⼤阪府道⾼速⼤阪池⽥線の豊中南

（名神）インターチェンジからハ

に定める各インターチェンジまで 

３ 経路１ ― 
守⼝ジャンクションから摂津北イ

ンターチェンジまで 

⼤阪府道⾼速⼤阪守⼝線の守⼝ジ

ャンクションからハに定める各イ

ンターチェンジまで 

４ 経路１ 第⼆京阪道路 
東⼤阪ジャンクションから⾨真ジ

ャンクションまで 

⼤阪府道⾼速⼤阪東⼤阪線の東⼤

阪ジャンクションからハに定める

各インターチェンジまで 

５ 経路１ ― 
東⼤阪ジャンクションから⼤東鶴

⾒インターチェンジまで 

６ 経路１ 

⼤阪府道⾼速⼤阪東⼤阪線のうち

第⼆阪奈道路との接続部から東⼤

阪ジャンクションまでの区間 

― 

ハ 対象インターチェンジ 
⼤阪府道⾼速湾岸線の三宝インターチェンジ以南の各インターチェンジ 

ニ 適⽤する期間 
⻄⽇本⾼速道路株式会社が別に定める⽇から本割引を適⽤する。 

 
⑨ 中国⾃動⾞道迂回利⽤割引（神⼾都⼼流⼊） 

イ 割引をする⾃動⾞ 
次表の（Ａ）に掲げる区間、（Ｂ）に掲げる中国縦貫⾃動⾞道の区間及び（Ｃ）に掲

げる阪神⾼速道路株式会社が管理する⾼速道路（ただし、次表の（Ａ）に道路の記載
がない各項においては、これを除く。）を連続して通⾏し、ハに定める阪神⾼速道路
株式会社が管理するインターチェンジを⼊⼝⼜は出⼝として通⾏するＥＴＣ⾞。 

ただし、次表の１の（Ａ）に掲げる道路を通⾏する場合は、中央⾃動⾞道⻄宮線の
⼤⼭崎インターチェンジ若しくは茨⽊インターチェンジ⼜は近畿⾃動⾞道名古屋神⼾
線の⾼槻インターチェンジ、次表の３の（Ａ）に掲げる道路を通⾏する場合は、近畿
⾃動⾞道の摂津南インターチェンジを流⼊⼜は流出する⾃動⾞に限るものとする。 



 （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） 

１ 

中央⾃動⾞道⻄宮線の⼤⼭崎インター

チェンジ若しくは茨⽊インターチェン

ジ⼜は近畿⾃動⾞道名古屋神⼾線の⾼

槻インターチェンジから中央⾃動⾞道

⻄宮線の吹⽥ジャンクションまで 

吹⽥ジャンクションから⻄宮⼭⼝ジャ

ンクションまで 
兵庫県道⾼速北神⼾線の⻄宮⼭⼝

ジャンクションからハに定める各

インターチェンジまで 
２ ― 

中国吹⽥インターチェンジから⻄宮⼭

⼝ジャンクションまで 

３ 
近畿⾃動⾞道の摂津南インターチェン

ジから吹⽥インターチェンジまで 

吹⽥ジャンクションから⻄宮⼭⼝ジャ

ンクションまで 

ロ 割引額 
割引額は、イに定める⾃動⾞が通⾏する場合の料⾦の額（阪神⾼速道路株式会社が

管理する⾼速道路の料⾦の額を含む。以下「中国道迂回利⽤（神⼾都⼼流⼊）の料⾦
の額」という。）が、次表のうちイの表と同⼀の項の（Ｄ）に掲げる区間、（Ｅ）に掲
げる中央⾃動⾞道⻄宮線の区間及び（Ｆ）に掲げる阪神⾼速道路株式会社が管理する
⾼速道路（ただし、次表の（Ｄ）に道路の記載がない各項においては、これを除く。）
を連続して通⾏し、イに定める⾃動⾞が通⾏するインターチェンジ（ただし、ハに定
めるインターチェンジのうち神⼾市道⾼速道路２号線の神⼾⻑⽥インターチェンジの
場合は兵庫県道⾼速神⼾⻄宮線の湊川インターチェンジ、神⼾市道⽣⽥川箕⾕線の国
道２号インターチェンジ、⼆宮インターチェンジ、神若インターチェンジ⼜は新神⼾
駅インターチェンジの場合は兵庫県道⾼速神⼾⻄宮線の⽣⽥川インターチェンジとす
る。）を⼊⼝⼜は出⼝として通⾏する場合の料⾦の額（阪神⾼速道路株式会社が管理
する⾼速道路の料⾦の額を含む。以下「神⼾都⼼流⼊の料⾦の額」という。）より⾼い
場合において、中国道迂回利⽤（神⼾都⼼流⼊）の料⾦の額（ただし、阪神⾼速道路株
式会社が管理する⾼速道路の料⾦の額を除く。）から神⼾都⼼流⼊の料⾦の額（ただ
し、阪神⾼速道路株式会社が管理する⾼速道路の料⾦の額を除く。）を差し引いた額
とし、イの表の（Ａ）及び（Ｂ）に掲げる区間（ただし、イの表中３の（Ａ）に掲げる
区間を除く。）の通⾏料⾦に適⽤する（ただし、⻄⽇本⾼速道路株式会社が別に定め
る⽇までの間は、阪神⾼速道路株式会社が管理する⾼速道路の通⾏料⾦に適⽤する。）。 
 （Ｄ） （Ｅ） （Ｆ） 

１ 

中央⾃動⾞道⻄宮線の⼤⼭崎インター

チェンジ若しくは茨⽊インターチェン

ジ⼜は近畿⾃動⾞道名古屋神⼾線の⾼

槻インターチェンジから中央⾃動⾞道

⻄宮線の吹⽥ジャンクションまで 

吹⽥ジャンクションから⻄宮インター

チェンジまで 
兵庫県道⾼速神⼾⻄宮線の⻄宮Ｉ

Ｃインターチェンジからハに定め

る各インターチェンジまで 
２ ― 

吹⽥インターチェンジから⻄宮インタ

ーチェンジまで 
３ 

近畿⾃動⾞道の摂津南インターチェン

ジから吹⽥インターチェンジまで 

ハ 対象インターチェンジ 
兵庫県道⾼速神⼾⻄宮線の⽣⽥川インターチェンジ、京橋インターチェンジ、柳原



インターチェンジ及び湊川インターチェンジ、神⼾市道⾼速道路２号線の神⼾⻑⽥イ
ンターチェンジ並びに神⼾市道⽣⽥川箕⾕線の国道２号インターチェンジ、⼆宮イン
ターチェンジ、神若インターチェンジ及び新神⼾駅インターチェンジ 

ニ 適⽤する期間 
⻄⽇本⾼速道路株式会社が別に定める⽇から令和１４年３⽉３１⽇まで本割引を適

⽤する。 
 

⑩ 中国⾃動⾞道迂回利⽤割引（神⼾都⼼迂回） 
イ 割引をする⾃動⾞ 

次表の（Ａ）に掲げる道路、（Ｂ）に掲げる近畿⾃動⾞道若しくは阪和⾃動⾞道（区
間料⾦制区間）の区間⼜は近畿⾃動⾞道と阪和⾃動⾞道（区間料⾦制区間）の相互間
（以下「（Ｂ）のインターチェンジ相互間」という。）、（Ｃ）に掲げる中国縦貫⾃動
⾞道の区間、（Ｄ）に掲げる阪神⾼速道路株式会社が管理する⾼速道路及び（Ｅ）に掲
げる第⼆神明道路の区間（ただし、次表の（Ａ）若しくは（Ｂ）⼜は（Ａ）及び（Ｂ）
に道路の記載がない各項においては、これを除く。）を連続して通⾏し、ハに定める
各インターチェンジを⼊⼝⼜は出⼝として通⾏するＥＴＣ⾞。 

ただし、次表の１の（Ａ）に掲げる道路を通⾏する場合は、中央⾃動⾞道⻄宮線の
⼤⼭崎インターチェンジ若しくは茨⽊インターチェンジ⼜は近畿⾃動⾞道名古屋神⼾
線の⾼槻インターチェンジを流⼊⼜は流出する⾃動⾞に限るものとし、次表の５の（Ａ）
に掲げる第⼆京阪道路を通⾏する⾃動⾞のうち、当該道路の起点⼜は当該道路を除く
⾼速道路の各インターチェンジから流⼊⼜は流出する場合は、ＥＴＣ２．０⾞に限る
ものとする。 

 （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ） 

１ 

中央⾃動⾞道⻄宮線の⼤

⼭崎インターチェンジ若

しくは茨⽊インターチェ

ンジ⼜は近畿⾃動⾞道名

古屋神⼾線の⾼槻インタ

ーチェンジから中央⾃動

⾞道⻄宮線の吹⽥ジャン

クションまでの区間 

― 

吹⽥ジャンクション

から⻄宮⼭⼝ジャン

クションまで 

兵庫県道⾼速北神⼾

線の⻄宮⼭⼝ジャン

クションから伊川⾕

ジャンクションまで 

第⼆神明道路の伊川

⾕ジャンクションか

らハに定める各イン

ターチェンジまで 

２ 

― 

― 

中国吹⽥インターチ

ェンジから⻄宮⼭⼝

ジャンクションまで 

３ 
摂津南インターチェン

ジから吹⽥インターチ

ェンジまで 吹⽥ジャンクション

から⻄宮⼭⼝ジャン

クションまで 
４ 

東⼤阪北インターチェ

ンジ⼜は⾨真インター

チェンジから吹⽥イン

ターチェンジまで 



５ 第⼆京阪道路 

⾨真ジャンクションか

ら吹⽥インターチェン

ジまで 

６ ― 

⼋尾インターチェンジ

から吹⽥インターチェ

ンジまで 

７ 

⼤阪府道⾼速⼤阪東⼤阪

線のうち第⼆阪奈道路と

の接続部から東⼤阪ジャ

ンクションまでの区間 

東⼤阪ジャンクション

から吹⽥インターチェ

ンジまで 

８ ⻄名阪⾃動⾞道 

松原ジャンクションか

ら吹⽥インターチェン

ジまで 

９ ― 

松原インターチェンジ

⼜は美原北インターチ

ェンジから吹⽥インタ

ーチェンジまで 

10 南阪奈道路 

美原ジャンクションか

ら吹⽥インターチェン

ジまで 

ロ 割引額 
割引額は、イに定める⾃動⾞が通⾏する場合の料⾦の額（阪神⾼速道路株式会社が

管理する⾼速道路の料⾦の額（短距離区間利⽤割引の割引適⽤要件に該当する⾃動⾞
の場合は、当該割引後の料⾦の額）を含む。以下「中国道迂回利⽤（神⼾都⼼迂回）の
料⾦の額」という。）が、次表のうちイの表と同⼀の項の（Ｆ）に掲げる道路、（Ｇ）に
掲げる近畿⾃動⾞道若しくは阪和⾃動⾞道（区間料⾦制区間）の区間⼜は近畿⾃動⾞
道と阪和⾃動⾞道（区間料⾦制区間）の相互間、（Ｈ）に掲げる中央⾃動⾞道⻄宮線の
区間、（Ｉ）に掲げる阪神⾼速道路株式会社が管理する⾼速道路及び（Ｊ）に掲げる第
⼆神明道路の区間（ただし、次表の（Ｆ）、（Ｇ）若しくは（Ｈ）⼜は（Ｆ）及び（Ｇ）、
（Ｆ）及び（Ｈ）若しくは（Ｇ）及び（Ｈ）に道路の記載がない各項においては、これ
を除く。）を連続して通⾏し、イに定める⾃動⾞が通⾏するインターチェンジを⼊⼝⼜
は出⼝として通⾏する場合の料⾦の額（阪神⾼速道路株式会社が管理する⾼速道路の
料⾦の額（上限料⾦の引下げに係る割引の割引適⽤要件に該当する⾃動⾞の場合は、
当該割引後の料⾦の額）を含む。以下「神⼾都⼼通過の料⾦の額」という。）より⾼い
場合において、次により算出した額（ただし、（イ）は正の数となる場合に限る。）と
し、イの表の（Ｃ）に掲げる中国縦貫⾃動⾞道の区間（ただし、イの表中１において、
（Ａ）に掲げる道路を含む。また、イの表中７から１０までにおいて、当該区間の料
⾦の額を超える部分は（Ｂ）のインターチェンジ相互間とする。）の通⾏料⾦に適⽤す
る（ただし、⻄⽇本⾼速道路株式会社が別に定める⽇までの間は、阪神⾼速道路株式
会社が管理する⾼速道路の通⾏料⾦に適⽤する。）。 

（イ）イの表中１から３までに該当する⾃動⾞ 



割引額は、次の算式により算出した額とする。 
Ｘ１−Ｙ１ 
（注）この算式においてＸ１及びＹ１は、それぞれ次の数値を表すものとする。 
Ｘ１：中国道迂回利⽤（神⼾都⼼迂回）の料⾦の額（ただし、阪神⾼速道路株式会

社が管理する⾼速道路の料⾦の額を除く。） 
Ｙ１：神⼾都⼼通過の料⾦の額（ただし、阪神⾼速道路株式会社が管理する⾼速

道路の料⾦の額を除く。） 
（ロ）イの表中４から１０までに該当する⾃動⾞ 

割引額は、次の算式により算出した額（以下「中国道迂回利⽤（神⼾都⼼迂回）の
割引額」という。）とする。 

Ｘ２−Ｙ２ 
（注）この算式においてＸ２及びＹ２は、それぞれ次の数値を表すものとする。 
Ｘ２：中国道迂回利⽤（神⼾都⼼迂回）の料⾦の額 
Ｙ２：神⼾都⼼通過の料⾦の額 

 （Ｆ） （Ｇ） （Ｈ） （Ｉ） （Ｊ） 

１ 

中央⾃動⾞道⻄宮線の⼤

⼭崎インターチェンジ若

しくは茨⽊インターチェ

ンジ⼜は近畿⾃動⾞道名

古屋神⼾線の⾼槻インタ

ーチェンジから中央⾃動

⾞道⻄宮線の吹⽥ジャン

クションまでの区間 

― 

吹⽥ジャンクション

から⻄宮インターチ

ェンジまで 
兵庫県道⾼速神⼾⻄宮

線の⻄宮ＩＣインター

チェンジから第⼆神明

道路との接続部まで 

第⼆神明道路の起

点からハに定める

各インターチェン

ジまで 
２ 

― 

― 

吹⽥インターチェン

ジから⻄宮インター

チェンジまで ３ 

近畿⾃動⾞道の摂津南

インターチェンジから

吹⽥インターチェンジ

まで 

４ 

近畿⾃動⾞道の東⼤阪

北インターチェンジ⼜

は⾨真インターチェン

ジから守⼝ジャンクシ

ョンまで 

― 

⼤阪府道⾼速⼤阪守⼝

線の守⼝ジャンクショ

ンから兵庫県道⾼速北

神⼾線の伊川⾕ジャン

クションまで 
第⼆神明道路の伊

川⾕ジャンクショ

ンからハに定める

各インターチェン

ジまで 

５ 第⼆京阪道路 

近畿⾃動⾞道の東⼤阪

ジャンクションから⾨

真ジャンクションまで 

⼤阪府道⾼速⼤阪東⼤

阪線の東⼤阪ジャンク

ションから兵庫県道⾼

速北神⼾線の伊川⾕ジ

ャンクションまで 
６ ― 

近畿⾃動⾞道の⼋尾イ

ンターチェンジから東

⼤阪ジャンクションま

で 



７ 

⼤阪府道⾼速⼤阪東⼤阪

線のうち第⼆阪奈道路と

の接続部から東⼤阪ジャ

ンクションまでの区間 

― 

８ ⻄名阪⾃動⾞道 ― 

⼤阪府道⾼速⼤阪松原

線の松原ジャンクショ

ンから兵庫県道⾼速北

神⼾線の伊川⾕ジャン

クションまで 

９ ― 

近畿⾃動⾞道の松原イ

ンターチェンジ⼜は阪

和⾃動⾞道の美原北イ

ンターチェンジから近

畿⾃動⾞道の松原ジャ

ンクションまで 

10 南阪奈道路 

阪和⾃動⾞道の美原ジ

ャンクションから近畿

⾃動⾞道の松原ジャン

クションまで 

ハ 対象インターチェンジ 
第⼆神明道路の⽟津インターチェンジ、⼤久保インターチェンジ及び明⽯⻄インタ

ーチェンジ 
ニ 適⽤する期間 

⻄⽇本⾼速道路株式会社が別に定める⽇から本割引を適⽤する。 
 
１．（７）のうち「⑯」を「⑲」に、「⑱」を「㉑」に、「⑲」を「㉒」に改める。 
 
２．のうち、「令和４５年７⽉９⽇」を「令和５４年３⽉２２⽇」に改める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



別添５を別添５のとおり改める。 
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別紙特１を次のとおり改める。 



 

（協定第４条第３項） 

（機構法第１３条第１項第３号、４号及び５号に定める協定記載事項） 

 

 

 

 

特定更新等工事の内容及び工事に要する費用に係る 

債務引受限度額 

 

 

 

 

 

 

別紙特１ 



１．先行特定更新等工事の内容 

（１）機構法第 13 条第１項第３号に規定する先行特定更新等工事の路線名及び工事の区間 

（イ）路線名 

（ロ）工事の区間 

起点 終点 

高速自動車国道 中央自動車道 西宮線 
滋賀県東近江市中小路町狐山（八日市インターチェンジ

を含まない） 
兵庫県西宮市今津野田町 

高速自動車国道 近畿自動車道 天理吹田線 奈良県天理市櫟本町 大阪府吹田市青葉丘北 

高速自動車国道 近畿自動車道 松原那智勝浦線 
大阪府松原市別所町 

和歌山県御坊市野口字野尻 

和歌山県有田郡有田川町大字天満字 

和歌山県田辺市稲成町字下組 

高速自動車国道 近畿自動車道 敦賀線 兵庫県三木市吉川町金会 福井県小浜市府中（小浜インターチェンジを含む） 

高速自動車国道 中国縦貫自動車道  大阪府吹田市青葉丘北 山口県下関市椋野町 

高速自動車国道 山陽自動車道 吹田山口線 
兵庫県神戸市北区有野町二郎 

広島県大竹市御園 

広島県廿日市市宮内 

山口県山口市黒川 

高速自動車国道 山陽自動車道 宇部下関線 山口県宇部市大字東岐波 山口県下関市大字吉田地方 

高速自動車国道 中国横断自動車道 姫路鳥取線 兵庫県たつの市揖西町土師 兵庫県たつの市新宮町角亀字畦畑 

高速自動車国道 中国横断自動車道 岡山米子線 岡山県岡山市北区津寺 鳥取県米子市赤井手 

高速自動車国道 中国横断自動車道 尾道松江線 島根県雲南市三刀屋町三刀屋 島根県松江市乃白町字辷り廻 

高速自動車国道 中国横断自動車道 広島浜田線 広島県広島市安佐南区沼田町大字伴 島根県浜田市高佐町 

高速自動車国道 山陰自動車道 鳥取益田線 島根県松江市宍道町伊志見 島根県出雲市知井宮町 

高速自動車国道 四国縦貫自動車道 徳島県徳島市川内町沖島 愛媛県大洲市新谷 

高速自動車国道 四国横断自動車道 阿南四万十線 徳島県鳴門市撫養町木津 高知県須崎市吾井郷乙 

高速自動車国道 四国横断自動車道 愛南大洲線 愛媛県西予市宇和町稲生 愛媛県大洲市北只 

高速自動車国道 九州縦貫自動車道 鹿児島線 福岡県北九州市門司区黒川東 鹿児島県鹿児島市田上 

高速自動車国道 九州縦貫自動車道 宮崎線 宮崎県えびの市大字永山 宮崎県宮崎市清武町大字加納字山口甲 



高速自動車国道 九州横断自動車道 長崎大分線 長崎県長崎市早坂町 大分県大分市片島字長居ヶ迫 

高速自動車国道 東九州自動車道 

福岡県北九州市小倉南区大字堀越 

大分県大分市片島字長居ヶ迫 

宮崎県東臼杵郡門川町大字加草字堂ケ内 

鹿児島県曽於市末吉町深川 

福岡県京都郡みやこ町呰見 

大分県佐伯市大字上岡 

宮崎県宮崎市清武町大字今泉字柳ヶ谷乙 

鹿児島県霧島市隼人町住吉 

高速自動車国道 関門自動車道 山口県下関市椋野町 福岡県北九州市門司区黒川東 

高速自動車国道 沖縄自動車道 沖縄県名護市字幸喜 沖縄県那覇市首里崎山町 

一般国道１号 （京滋バイパス） 滋賀県大津市大江町 京都府久世郡久御山町森 

一般国道２号 （第二神明道路） 
兵庫県神戸市須磨区月見山町 

兵庫県神戸市垂水区名谷町入野 

兵庫県明石市魚住町清水字鳥喰下 

兵庫県神戸市西区伊川谷町井吹 

一般国道２号 （広島岩国道路） 広島県廿日市市宮内 広島県大竹市御園 

一般国道３号 （南九州西回り自動車道 

（市来～鹿児島西）） 
鹿児島県いちき串木野市大里 鹿児島県鹿児島市市田上 

一般国道９号 （安来道路） 鳥取県米子市陰田町 島根県八束郡東出雲町大字出雲郷 

一般国道９号 （江津道路） 島根県江津市嘉久志町 島根県浜田市後野町 

一般国道３４号 （長崎バイパス） 
長崎県諫早市多良見町市布名 

長崎県長崎市川平町 

長崎県長崎市昭和 

長崎県長崎市西山 

一般国道４２号 （湯浅御坊道路） 和歌山県有田郡有田川町大字天満 和歌山県御坊市野口 

一般国道４７８号 （京都縦貫自動車道） 京都府船井郡京丹波町字須知 京都府乙訓郡大山崎町字円明寺 

一般国道４９７号 （西九州自動車道（武雄佐世保道路）） 佐賀県武雄市東川登町大字袴野 長崎県佐世保市大塔町 

一般国道４９７号 （西九州自動車道（佐世保道路）） 長崎県佐世保市大塔町 長崎県佐世保市矢岳町 

 

 

 

 

 

 



（２）工事内容 

会社が行う高速道路の管理のうち、先行特定更新等工事で行う工事の内容及び債務引受限度額は、以下のとおり 

・損傷、腐食その他の劣化等に対して構造物全体の修繕を実施するもの 

区分 項目 工事概要 延長 工事予算 
債務引受 

限度額 

橋梁更新 

床版 
・橋梁の床版取替、床版全面打替え 

・上記に付随する橋梁附属物及び橋梁上の工作物の補修、取替え 

７４ 

キロメート

ル 

833,308 

百万円 

1,578,129 

百万円 

桁 
・橋梁の上部構造の取替え 

・上記に付随する橋梁附属物及び橋梁上の工作物の補修、取替え 

６ 

キロメート

ル 

51,274 

百万円 

橋梁修繕 

床版 

・橋梁の床版の補修、補強（床版増厚、炭素繊維補強、剥落防止対策、ＳＦＲＣ、高性能

床版防水、表面被覆、電気化学的防食、鋼床版の疲労亀裂補修・補強等） 

・上記に付随する橋梁附属物及び橋梁上の工作物の補修、取替え 

１５５ 

キロメート

ル 

68,010 

百万円 

桁 

・橋梁の上部構造の補修、補強（炭素繊維補強、剥落防止対策、外ケーブル補強、表面

被覆、電気化学的防食、鋼構造物の疲労亀裂補修・補強等） 

・上記に付随する橋梁附属物及び橋梁上の工作物の補修、取替え 

４６ 

キロメート

ル 

66,209 

百万円 

土構造物修繕 
盛土 

切土 

・土構造物（盛土、切土）の補修、補強（グラウンドアンカー、水抜ボーリング、砕石縦排

水等）及びのり面排水施設の補修、補強（用排水溝、跳水防止対策等）等、土構造物全

体の安定性を確保する対策 

・上記に付随する附属物の補修、取替え 

１３，８２０ 

箇所 

275,228 

百万円 

トンネル修繕 
本体 

覆工 

・トンネル本体の補修、補強（インバートの設置等）及びトンネル覆工コンクリートの補修、

補強（炭素繊維補強、ロックボルト補強、内巻補強、剥落防止対策、背面空洞注入等）

等、トンネル全体の安定性を確保する対策 

・上記に付随する附属物の補修、取替え 

４６ 

キロメート

ル 

123,405 

百万円 

 



２．後行特定更新等工事の内容 

（１）機構法第 13 条第１項第４号に規定する後行特定更新等工事の路線名及び工事の区間 

（イ）路線名 
（ロ）工事の区間 

起点 終点 

高速自動車国道 中央自動車道 西宮線 滋賀県東近江市沖野 兵庫県西宮市今津曙町 

高速自動車国道 近畿自動車道 天理吹田線 
大阪府松原市大堀 

大阪府吹田市青葉丘北 

奈良県天理市櫟本町 

大阪府大阪市鶴見区安田 

高速自動車国道 近畿自動車道 名古屋神戸線 滋賀県甲賀市楽町黄瀬 滋賀県大津市牧 

高速自動車国道 近畿自動車道 松原那智勝浦線 大阪府堺市南区小代 和歌山県和歌山市加納 

高速自動車国道 近畿自動車道 敦賀線 兵庫県三木市吉川町福吉 京都府舞鶴市祖母谷堂奥 

高速自動車国道 中国縦貫自動車道 大阪府茨木市茨木市飛地（小坪井） 山口県下関市椋野上町 

高速自動車国道 山陽自動車道 吹田山口線 

兵庫県姫路市飾東町佐良和 

兵庫県三木市志染町大谷 

岡山県倉敷市中庄 

山口県山口市鋳銭司天神原 

兵庫県神戸市西区見津が丘 

岡山県都窪郡早島町早島下野，金田の一部 

高速自動車国道 中国横断自動車道 岡山米子線 
岡山県総社市長良 

岡山県真庭市中河内元定 

岡山県加賀郡吉備中央町西大沢 

鳥取県西伯郡伯耆町金屋谷遊久の里 

高速自動車国道 中国横断自動車道 広島浜田線 
広島県広島市安佐北区安佐町飯室 

広島県山県郡北広島町大字新庄 

広島県広島市安佐南区伴西 

島根県浜田市高佐町 

高速自動車国道 四国縦貫自動車道 愛媛県四国中央市金生町下分 愛媛県大洲市東大洲 

高速自動車国道 四国横断自動車道 愛南大洲線 愛媛県大洲北只 愛媛県西予市宇和町卯之町 

高速自動車国道 四国横断自動車道 阿南四万十線 

徳島県鳴門市撫養町木津 

徳島県板野郡藍住町東中富 

愛媛県四国中央市金生町下分 

愛媛県四国中央市金生町下分 

徳島県三好市井川町西井川 

高知県南国市領石 

高速自動車国道 九州縦貫自動車道 鹿児島線 福岡県北九州市門司区黒川東 鹿児島県鹿児島市西陵 

高速自動車国道 九州縦貫自動車道 宮崎線 宮崎県えびの市大字永山 宮崎県宮崎市大字本郷北方 



高速自動車国道 九州横断自動車道 長崎大分線 
佐賀県鳥栖市柚比町 

佐賀県鳥栖市幡崎町 

長崎県諫早市多良見町市布山中 

大分県別府市大字鶴見 

高速自動車国道 東九州自動車道 

福岡県北九州市小倉南区志井公園 

福岡県豊前市大字久路土 

大分県大分市大字片島 

宮崎県児湯郡都農町大字川北朝草 

鹿児島県曾於市末吉町深川 

福岡県京都郡苅田町大字雨窪 

大分県中津市三光下秣 

大分県臼杵市大字野田 

宮崎県宮崎市大字今泉上大久保 

鹿児島県霧島市隼人町住吉 

高速自動車国道 関門自動車道 山口県下関市椋野町 福岡県北九州市門司区黒川東 

高速自動車国道 沖縄自動車道 沖縄県宜野湾市野嵩 沖縄県沖縄市上地 

一般国道１号、一般国道４７８号（京滋バイパス） 滋賀県大津市神領 滋賀県大津市石山寺 

一般国道２号（第二神明道路） 
兵庫県神戸市須磨区高倉台 

兵庫県神戸市垂水区舞多聞西 

兵庫県加古郡播磨町野添 

兵庫県神戸市西区伊川谷町上脇 

一般国道２号（広島岩国道路） 広島県廿日市市滝の下 広島県大竹市小方 

一般国道３号 （南九州西回り自動車道（八代日奈久道路）） 熊本県八代市上片町 熊本県八代市敷川内町 

一般国道３号 （南九州西回り自動車道（市来～鹿児島西）） 鹿児島県いちき串木野市大里 鹿児島県鹿児島市武岡 

一般国道９号 （安来道路） 鳥取県米子市陰田町 島根県安来市佐久保町 

一般国道１０号 （椎田道路） 福岡県京都郡みやこ町呰見 福岡県築上郡築上町大字上ノ河内 

一般国道１０号 （宇佐別府道路） 大分県宇佐市大字山本 大分県杵築市大字久木野尾字西畑部 

一般国道１０号 （隼人道路） 鹿児島県霧島市隼人町住吉 鹿児島県霧島市隼人町小浜 

一般国道３１号 （広島呉道路） 広島県広島市南区向洋新町 広島県安芸郡坂町横浜中央 

一般国道３４号 （長崎バイパス） 長崎県諫早市多良見町市布上市 長崎県長崎市平間町 

一般国道４２号 （湯浅御坊道路） 和歌山県有田郡広川町大字井関 和歌山県有田郡広川町大字上津木 

一般国道１９６号 （今治・小松自動車道（今治小松道路）） 愛媛県今治市長沢 愛媛県西条市丹原町願連寺 

一般国道４７８号 （京都縦貫自動車道） 京都府南丹市桐ノ庄内林町 京都府亀岡市篠町夕日ヶ丘 

一般国道４９７号 （西九州自動車道（佐世保道路）） 長崎県佐世保市卸本町 長崎県佐世保市大黒町 

一般国道４９７号 （西九州自動車道（武雄佐世保道路）） 佐賀県武雄市東川登町大字袴野宇土手 長崎県佐世保市卸本町 



（２）工事内容 

会社が行う高速道路の管理のうち、後行特定更新等工事で行う工事の内容及び債務引受限度額は、以下のとおり 

・損傷、腐食その他の劣化等に対して構造物全体の修繕を実施するもの 

区分 項目 工事概要 延長 工事予算 
債務引受 

限度額 

橋梁 

 

床版 
・橋梁の床版取替、床版全面打替え 

・上記に付随する橋梁附属物及び橋梁上の工作物の補修、取替え 

６ 

キロメート

ル 

58,720 

百万円 

297,600 

百万円 

桁 

・橋梁（ＰＣ橋）の上部構造（桁）の架替え 

・橋梁（ＰＣ橋）の上部構造の補修、補強（充填材の再注入、外ケーブル補強、表面被覆、

電気化学的防食等） 

・上記に付随する橋梁附属物及び橋梁上の工作物の補修、取替え 

１８ 

キロメート

ル 

94,200 

百万円 

土工・舗装 

 

舗装 
・舗装（路盤）の更新（高耐久化） 

・上記に付随する舗装（表層・基層）及び路面標示等の取替え 

３４２ 

キロメート

ル 

92,700 

百万円 

切土 
・土構造物（切土）の構造変更（ボックスカルバート化、押え盛土等） 

・上記に付随する附属物の補修、取替え 

１ 

箇所 

10,000 

百万円 

盛土 
・土構造物（盛土）の更新（盛土材の置換等） 

・上記に付随する附属物の補修、取替え 

- 

キロメート

ル 

- 

百万円 

 



別紙特２を次のとおり改める。 



特定更新等工事に係る工事に要する費用に係る

債務引受限度額

別紙特２

（協定第5条第3項関連）

（機構法第13条第1項第5号に定める協定記載事項）



（消費税込み）

年度 債務引受限度額

Ｈ２７ 105百万円

Ｈ２８ 7,861百万円

Ｈ２９ 9,756百万円

Ｈ３０ 13,246百万円

Ｒ１ 11,164百万円

Ｒ２ 32,061百万円

Ｒ３ 62,030百万円

Ｒ４ 59,630百万円

Ｒ５ 103,553百万円

Ｒ６ 461,979百万円

Ｒ７ 251,804百万円

Ｒ８ 184,971百万円

Ｒ９ 133,791百万円

Ｒ１０ 143,680百万円

Ｒ１１ 197,664百万円

Ｒ１２ 22,515百万円

Ｒ１３ 26,012百万円

Ｒ１４ 32,725百万円

Ｒ１５ 26,841百万円

Ｒ１６ 47,299百万円

Ｒ１７ 27,530百万円

Ｒ１８ 6,815百万円

Ｒ１９ 5,412百万円

Ｒ２０ 7,286百万円

　（注1）平成27年度から令和4年度までは実績値を、令和5年度は実績見込値を記載している。

　（注2）上記記載の債務引受限度額については、限度額に残余が生じた場合は、繰り越しを

　　　　認めるものとする。

特定更新等工事に係る工事に要する費用に係る債務引受限度額



この協定の締結を証するため、本協定書２通を作成し、記名押印の上、各々１通を保

有する。 

 

令和６年 ３月２１日 

 

独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構 

理 事 長      高 松   勝 

 

 

 

 

 

西日本高速道路株式会社 

              代表取締役社長   前 川  秀 和 

 

      


